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クロージングシンポジウム 

「インクルーシブ保育はどこへ行くのか？」 
 

 基調講演： 

栗原 正明（こども家庭庁成育局 保育政策課長） 

 課題提起： 

   北川 聡子（社会福祉法人麦の子会 理事長・日本ファミリーホーム協議会 会長） 

 調査研究／海外視察報告： 

   光真坊浩史（子どもの保育におけるインクルージョン推進に向けた調査研究 事務局長） 

  

シンポジスト発表 

シンポジスト： 

古渡 一秀（学校法人まゆみ学園 理事長） 

米山 明 （全国心身障害児福祉財団 全国療育相談センター センター長） 

高辻 千恵（大妻女子大学家政学部児童学科 准教授） 

松井 剛太（香川大学教育学部准 教授） 

 

 助言者： 

栗原 正明（こども家庭庁長成育局 保育政策課長） 

 

 コーディネーター： 

柏女 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 
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開会挨拶 

 柏女 霊峰 

（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

 
皆さんこんにちは。ただいまこのクロージングシンポ

ジウムの紹介がありましたけれども、この調査研究と、

このシンポジウムはどんな目的で開かれるんだろうかと

いうことで疑問を持っていらっしゃる方も多いのではな

いかと思います。大きくは 2 つのイベントの共同開催と

いうかたちにしております。1 つは、このフォーラムに

参加してくださっている FLEC フォーラムのミッション

が、家庭養育推進と、それから包括的支援というのを 2

大ミッションにしておりますが、その 2 大ミッションの

1 つである包括的支援の中で、このインクルーシブ保育

がとても貴重なテーマだということで、まずは FLEC フ

ォーラムとして開催する。そしてもう 1 つは、あとから

趣旨説明がありますけれども、日本財団から助成を受け

た社会福祉法人麦の子会が受託して調査研究を行ってお

ります。その報告会も兼ねております。したがって、2

つのミッションを合わせた共同開催というかたちで企画

させていただきました。 

この調査研究に協力していただいた方、あるいはこれ

に関心を持たれる方で、この調査研究のクロージングシ

ンポだけに参加されていらっしゃる方が現地、それから

オンラインも含めて約 100名ほどいらっしゃいます。ま

たこの FLECフォーラムには 400名以上の方がご登録い

ただいておりまして、最後なのでもしかしたらもうお帰

りになられたり、あるいは今日は天候が荒れているので

オンラインに変えようかという方もいらっしゃるかと思

いますが、最大 400 名ということで、半分として 200

名ぐらい、合計 300名ぐらいの方の参加が、現地とオン

ラインであるのではないかと思っております。そうした

共同開催というかたちで進めさせていただきますので、

調査報告が入っていたりして、どんな会なんだろうとい

うふうにも思われたかもしれません。 

趣旨は、今お話しましたように、包括的な支援を進め

ていくためのインクルーシブ保育、これが時代の大きな

流れになっております。その動向についても栗原課長さ

んのほうから今日はお話をいただくことにしております

が、このインクルーシブ保育はどこに行くのかというテ

ーマで進めていきたいと思います。 

全体の流れを簡単に申し上げておきます。第 1 部では、

まず栗原課長さんに基調講演を 30 分ほど、行政説明も

含めてお話をいただきます。そのあと北川さんより課題

提起ということで、このインクルーシブ保育になぜ注目

しなければいけないのかということについてお話をいた

だきます。さらに、これは調査研究の報告にもなります

けれども、光真坊さんのほうから、この調査研究の事務

局長として携わってくださって、その成果についてのご

報告をいただきます。ここで一度休憩をとらせていただ

きまして、そのあと第 2 部のシンポジウムに移らせてい

ただきます。ここでは 4 人のシンポジストの方、多くは

麦の子会がこの調査のために作った検討委員会のメンバ

ーではありますけれども、その方々にご登壇いただいて

ご報告をしていただきます。そして少しディスカッショ

ンを進めていければと思っております。16時 15分まで

の 3 時間の長丁場になりますけれども、皆様方のご協力

によって意義のある会にしていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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基調講演 

 栗原 正明 
（こども家庭庁成育局 保育政策課長） 

 

 

 

 
皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただきました、

こども家庭庁成育局で保育政策課長をしております栗原

です。本日はどうぞよろしくお願いします。私、実は

FLECフォーラムに参加するのは初めてでして、今日はち

ょっと違う趣旨ということですけれども、このような機

会をいただきまして誠にありがとうございます。今日は、

「インクルーシブ保育はどこへ行くのか？」というテー

マですので、私も皆さんと一緒に考えていきたいと思い

ます。その前に基調講演ということで、「どこへ行くの

か」という話をするときには、まず「どこから」という

のが必要だと思いますので、こども家庭庁がどういう取

り組みをしていて、今どういうことを考えているかを、

基調講演として皆様にお伝えできればと思います。よろ

しくお願いします。 

これはここにいる皆さんに説明するような話でもない

と思うのですけれども、こども家庭庁は令和 5 年 4 月に

誕生しまして、もう結構経ちましたね。もうちょっとで

2 年ということになりますが、「こどもまんなか」とい

うフレーズが世の中に生まれたこと自体が、こども家庭

庁ができた意義を果たしている部分があるのではないか

なと思います。当然こどもは権利の主体であって、子ど

もの権利条約とか、児童福祉法にも書いてありますけれ

ども、そういう視点というのは今までもありましたが、

それが弱かった。それから現実にそれがきちんと政策に

埋め込まれていたか、政策に埋め込まれていなくて、現

場でもあまり意識されなかった部分があるのではないか

と。こどもまんなかと言ったとき、まずこどものことを

考えますよね。そしてこどもを真ん中にして、どうする

かというのは、多分皆さんの解釈はいろいろあるのかな

と思いますけれども、こどもを真ん中に、というところ

までいった時点で、これはすでにこどもを真ん中にして

何かを考えているということで、権利の主体として捉え

て、このこどもたちの育ちとか暮らしをどうしていこう

かと考えるきっかけになっているのではないかと思いま

す。 

そうは言いながら、フレーズだけ生み出しても仕方な

いので、こども家庭庁のホームページの、こどもまんな

かのところの説明文章には、一人一人の意見を聞いてそ

の声を真ん中にアクションしますと。こどもの意見聴取

とか参加の権利みたいなものを、これまでここは本当に

弱かったと思いますけれども、1 つ大きなミッションと

してやっていこうというところの現れかと思っています。 

それからもう 1 つの大きな意味。これは少子化対策と

絡めてということで政策は進められていますが、国の政

策として、日本は高齢化が進んでいたところもあって、

実はその裏で人口減少ももちろん進んでいるのですけれ

ども、高齢化が進む中では高齢者の対応のところに予算

や政策の議論というのを結構割いてきたと思いますが、

ここに来て、少子化対策と絡めてということになります

が、こどものこともしっかり考えていかなければいけな

い。人口減少の一気に減るタイミングの手前まできてい

るので、ここをなんとかしなければいけない。その中で

は、こどもとか子育て家庭を支えていく取り組みを国の

政策の一丁目一番地としてしっかりやっていかなければ
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 いけないということで、政策の優先順位を高くする。こ

れもこどもまんなかというフレーズの一つの意味と言え

ます。 

もう 1 つ、これは福祉を担当してきた身から考えると、

もう 1 つの意味で私がよく思っているのは、こどもを真

ん中に何か、といったときに、そのこどもに支援ニーズ

があったり、その育ちを一般施策でも良いのですが、支

えていくときに、関係者が輪になって、こどものニーズ

や子育て家庭のニーズをきちんと捉えて、連携して取り

組んでいくという絵姿になっているんじゃないかなと。

現場ではともすると、私たちの政策もそうですけれども、

今日のお話のテーマでもあります保育政策があります。

また、障害児支援施策があります。児童虐待対策があり

ます。それぞれ私たちの担当はこれです。ここから見た

らこれが必要です。もっと言うと、これができますとい

うところでやっていました。しかし本来なら、その子、

その家庭というのは 1 つで、それがどんどんライフステ

ージ、時間軸に応じて暮らしているわけで、ここに必要

な求められているニーズに過不足なく支援を充てるとい

うところをしっかりやらないと、ご本人たちは、なにか

来たけどこれはちょっと、と言って必要な支援が届かな

かったりですとか、そこの人たちが連携しないから、要

るのか要らないのか分からない支援が届いてしまうとこ

ろもあるのではないかと思います。 

ここはこどもまんなかというところで、支援者の輪、

関係する人たちの輪を作って連携しながら、しっかりと

こどもと子育て家庭を見つめてそのニーズを踏まえなが

ら真に必要な支援を届けていく、というところがこのフ

レーズから生み出されるんじゃないかなと思っています。

これは私の解釈ですけれど、皆さん好きに解釈をしてい

ただいて、ただこどもまんなかって常にいろいろなこと

をやるときに考えていただくと、世の中変わっていくん

じゃないかなと思っています。 

そして、こども家庭庁ができまして、書いている通り

司令塔ですけれども、別に指令だけしているわけではな

く、ここの下にある通り、様々な事業自体も持つ。これ

を私は新しい形の司令塔だといつも言っているのですが、

指令をするだけではなくて、現場を持っていることで本

当に実効性のあることを考えていきますし、仮に指令を

出すというか、勧告権というのがあるのですが、それは

例えば文部科学省、これは一緒にならなくて残念という

話が多いですが、教育の部分や、厚生労働省は、医療や

働き方とかもそうですね。そういうところと一緒にやっ

ていくとき、自分たちもこどもまんなかの支援を、政策

を持っていて、それをベースにしながらいろいろなこと

も言っていけるんじゃないかということで、新しい司令

塔だと思っていますが、そういうミッションを持ちなが

ら取り組んでいます。 

そしてこのこども家庭庁の中に、厚生労働省の子ども

家庭局にあった業務がメインになりますが、障害保健福

祉部、障害分野にあったこどもの部分、障害児支援がこ

の中に入ってきたところが、今日のテーマのインクルー

ジョンに対してすごく大きな話だったと思っています。

障害児施策の中で、障害というところでライフステージ

を追いながら支援していくという視点はもちろん重要だ

と思いますけれども、障害のあるなしに関わらず 1 人の

こどもなんだ。こどもを真ん中に考えたときには、こど

もというのがベースにあった上で、その中で特性がある

子をどうするかというところへ、発想がすごく変わった

んじゃないかなと思います。ここはこども家庭庁が創設

されて、障害児支援というところに関してはすごく大き

く変わったところで、まさにインクルージョンに向けて

の第一歩、前から進めようとはしていたのですけれども、

大きな一歩だと思っているところです。 

こども基本法がこども家庭庁と一緒に令和 5 年 4 月に

できまして、この中にも全てのこどもというのが強調し

て書かれています。これは元からあった概念ではありま

すけれども、基本法にここが書かれたということで、こ

ども政策というところに、元からあったところがもう 1

度しっかりと位置づけられて、これまで施策を考えると

きに、ともすると、通常発達の子をイメージした施策ば

かりを充実させてきたところが、そうではない子たちを

どういうふうに全体として見ていくかというところも政

策的に考えていけるようになったんじゃないかなと思い

ます。 

そして、こども家庭庁ができて、こども基本法ができ

て、我々はまず最初にこども大綱というのを、1 年弱経

った令和 5年 12月に閣議決定しました。この中でこども
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 まんなか社会を一応きれいに定義して、全てのこども、

若者が身体的、精神的、社会的、バイオ、サイコ、ソー

シャルと言っていますが、それが幸福な状態、ウェルビ

ーイングで生活を送ることができる社会を目指しましょ

うということで、どの年齢層に関わらず共通の事項、こ

の中に障害の関係も入っていますけれども、あわせて、

ライフステージ、こどもが生まれる前から順を追ってど

ういう取り組みをしていきましょうという取り組みの柱

がここに色々と書かれています。 

そのような中、私は保育政策課長ということで、保育

の話を中心にしたいと思うのですが、保育のほうもこど

も大綱に基づいて、未就学のところをどうするかという

話をやっている中で、これまで保育政策の中で一番の課

題だったのは待機児童だったのですが、その数は 2 万人

代半ば、後半ぐらいまで伸びていたのですが、直近の令

和 6年 4月は 2,567人まで全国的に数字が落ちてきてい

ます。これまで保育政策で一番政策の力を割いてきたの

が待機児童対策だった。保育の量の拡大ですよね。保育

所が足りないから保育所をいっぱい作りましょうという

ところに注力をしてきた。ただ、ここはもう政策の転換

期だということで、ちょうどその量の拡充というのは、

待機児童解消加速化プラン、子育て安心プラン、新子育

て安心プランと続いてきたのですが、このプランが令和

6 年度末に切れるということで、どうしようかというと

きに私たちは保育政策の新たな方向性を示させていただ

きました。これが昨年の 12月になります。 

この中で、1 つは待機児童対策で量の拡充をやってき

たのですが、単に量を増やせばいい話じゃないと。ここ

は大きく質のことに注目しながら施策を進めていきまし

ょうと。もちろん今まで質について何もやってなかった

わけではないですが、政策を進める上で、この質という

のを常に主眼に置きながらやっていきましょうというこ

とにしました。量のところは、待機児童は待機児童でも

ちろんありますのでしっかり対応していくのですが、人

口減少ですよね。逆に子どもの数はトータルでは減って

きているので、地域によっては結構前からがくっとこど

もが減ってきて、ただこどもはいますよねというところ

になったら、保育の機能をどう確保していくか、教育、

保育の未就学のところをどうやって確保していくかとい

うのが大きな課題だということで、そういうのも意識し

た地域の体制を作っていきましょうということが 1つ。 

2 つ目が、まさにすごく重要な柱になりますが、先ほ

どから言っている「全ての」がしっかり入ったというこ

とで、これは 1 つは、保育の必要性認定をする。すごく

分かりやすく言うと、保護者さんが働いていて、こども

の養育が普段できないから保育を使いましょうというの

が制度のベースにはなっています。ただもうちょっとこ

こからウィングを広げて、こどもたちの数が減っている

から、というわけではないですけれども、全てのこども

の育ちをみんなで保障していきましょう、対応していき

ましょうというときには、そこを見据えた政策が必要だ

ということで、この中には、あとで出てきますけれども、

こども誰でも通園制度、新しい制度を作ったりですとか、

あとは障害児、医療的ケア児、これは今までも障害児保

育ということで対応されてきた部分ありますが、ここも

ある意味全ての保育所でしっかりと対応していただきた

いというところの思いを込めています。 

さらには、これももちろん保育所のやることには実は

入っているのですが、家族支援ですね。家族支援は、園

に通う家族だけに留まらず、地域の子育て家庭をどのよ

うに支援していくかも入ると思います。そういったとこ

ろに保育所の役割とか機能を広げていく、強化していく

のはどうか？というところの柱になります。 

最後が 3 番目の柱で、これは保育人材の確保が大きく

課題になっていますけれども、足元で全然足りていない

というところがありますが、これから先ますます人口が

減っていく中で、どんどん足りなくなっていくというと

ころではやはりテクノロジーを活用していかなければい

けないということで、こういう取り組みも進めることに

しています。また全体像、それぞれについては資料にま

とめさせていただいていますのでご覧いただければと思

いますが、今日のテーマである全てのこどもの育ちとい

うところの中に、多様なニーズに対応した保育の充実と

いうことで、障害児、医療的ケア児という項目も入れさ

せていただいています。 

ここからが今日の本論というところで、まず障害児支

援の分野の話からしたいと思います。私は前職が障害児

支援課長ですので、私の人事はまさに、お前インクルー
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 ジョンちゃんとやってこい、という人事だと思っていま

して、今日もその気持ちでこちらに立たせていただいて

いますけれども、まず障害児支援は、元から障害福祉の

中でやっていたところがどうなっているかをお話したい

と思います。障害児の数は何をもってその数と捉えるか

が難しいのですが、これはもうお医者さんの診断をもっ

て、というところではない。気になる子とかも含めてど

うやって対応していくかというところで、こどもの数が

減る中でも、障害児通所支援の利用者数はすごく伸びて

いますので、そういう意味では気づきのところがすごく

広がってきたという良い面もありながら、じゃあその子

たちの育ちをどうやって保障していくかというところの

力を上げていかなければいけないと思っています。 

そういった中で、令和 4 年の児童福祉法改正で、児童

発達支援センターがあるよねと。これは昔は単に大きい

のが児童発達支援センターで、小さいのが児童発達支援

事業所という、もうそういう概念から抜けて、地域の中

核になるのが児童発達支援センターだというのを法律上

明確に位置づけました。要は、単にこどもたちを自分た

ちで受け入れるだけではなくて地域支援をしっかりやっ

ていくというところが明確にこのセンターの役割に位置

づけられました。これが令和 6 年 4 月から施行されてい

ます。 

そして、令和 6 年 4 月からということで、ちょうどい

いタイミングで報酬改定があり、この児発センターの機

能強化のところは、障害福祉は皆さんご存知の通りで、

その人に対しての支援についてその人の 1 割負担の下で

サービスを行うので、基本的には本人に何かをしたこと

に対する評価となりますが、そこと上手く絡めながら、

地域支援を行う人を置いた場合の評価をさせていただき

ました。この一番上の機能強化のところですけれども、

中核機能強化加算というものをつけて、児発センターの

体制や機能を強化する取り組みをしてもらうということ

をやっています。 

さらにはここの５番ですけれども、インクルージョン

の推進ということで、児発しか通っていないとか、児発

を中心に通っている子たちを保育所や一般施策のほうに

移行していくときの評価を高めるといったことですとか、

あと保育所等訪問支援というアウトリーチで入っていく

サービスがありますけれども、そこが制度創設以来ほぼ

手つかずだったところを、例えばケアニーズの高い子に

対応した場合や、経験値が高い人がいる場合の評価、さ

らには多職種で入っていく場合の評価と、色々と加算を

つけさせていただきました。私は他課に移ってしまった

ので確認はできていないんですけれども、こういう報酬

改定での評価が事業所を動かしたり、これまでも頑張っ

ていただいていた事業所がさらに頑張っていただいて、

地域の障害児支援が強化されるというところを今展開し

ていると思っています。 

これが先程申し上げたようなところのこどもまんなか

のコンセプトに近いのですけど、こどもと家族を真ん中

にして、児発センターが難しいところを支援する。入口

の導入部分とか難しいところを支援しながら、地域の障

害児支援もたくさんありますけれども、ここの質の話も

ありますので、ここを全体的にサポートしながら、保育

所や放課後児童クラブなどにもアウトリーチ支援をして

いくと。障害児というところの特性に対応したところを

どうするかというのを、自分たちも受け皿になるのです

が、地域を支えていくような位置づけにするということ

を絵に描いています。 

さらにここで重要なのは、今まで現場の事業所さんに

頑張っていただいていた部分がすごくあったと思うんで

すが、やっぱり市区町村なんですよね。市区町村、自治

体がきちんと自分たちの地域で、こういう体制をどうす

るかというのを考えていただくのが重要だということで、

これについて市区町村がしっかりと体制づくりをしてい

くというところもお伝えさせていただいています。伝え

るだけではなく、もちろん国や都道府県がしっかりとバ

ックアップします。これは財政的な面もそうですし、財

政面はさっきの報酬改定もありますけれども、ノウハウ

ですよね。どうやったらいいかを考えていくのも、例え

ばガイドラインみたいなものを作ったり、そういうこと

もさせていただいています。 

もう 1 つは、それで終わりだと結局どうなったの？と

また放ったらかしになってしまうので、国のほうも各自

治体でそういう体制づくりが進むように、10 分の 10 の

補助金は珍しいのですけれども、地域支援体制の整備を

サポートするような事業、コーディネーターのような人
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 を置いて、地域づくりをやってもらうようなところの補

助も行い始めています。これはこういう事業ですけれど

も、要は全国 1,741 の自治体で、各地域で障害児をどう

するの？というのをきちんと担当部局に考えてもらって、

自分たちの地域は、あれとあれがあって、ここがこうい

う役割で、という絵を描いていただいて見える化すると

いうのを最終形として目指しています。これができれば、

要はできているところはいっぱい描けるし、できていな

いところはそもそも描けないので、これはできていない

ねというのが分かるので、またそこにどういう支援をし

ていくかという、当たり前なんですけど、政策の好循環

が生まれてくるんじゃないかと思っています。 

さらに障害児支援といっても、保育所の皆さんからす

ると、保育所等訪問支援で来たけれど、全然障害のこと

を分かっていない人が来た、という話はよくお聞きする

ところです。障害児支援の人材は、別に障害児のスペシ

ャルな教育を学んだり知識を持っている方を要件にして

いるわけではなく、保育士、児童指導員ですから、ここ

はやはり障害児支援のほうの世界での人材育成を、きち

んとキャリアラダーも見据えた上で作らなければいけな

いということで、これは今まさに人材の検討会というの

を、キックオフがちょうど12月にあったと聞いています

けれども、進めていただいているということで、将来あ

と数年後、というか次の報酬改定の手前までには、これ

を踏まえた対応がこの世界では行われていくということ

になります。 

さらに、先程の ICT の話です。これも障害分野では、

バックオフィスはもちろん当たり前のようにやるのです

が、障害の場合はその特性の子が全国に散らばっていて

地域に集まっているわけではない。そういう場合にオン

ラインで何か療育できないか、みたいなところも含めて、

今モデル事業も、補正予算が取れて進めているというこ

とでございます。 

ここからは保育の世界に入っていきますが、保育のほ

うは何もやっていなかったのかというと、そんなことは

ありません。保育所保育指針、これはバイブルですよね。

これにしっかりと障害のあるこども、特性のあるこども

のことも書いています。一人一人のこどもの発達過程や

障害の状態を把握して、しっかりと計画に位置づけなが

ら対応していく。それからこの指針は、大きなことしか

書いていないですけれども、解説書を作って、それを全

国の現場で使ってもらって、学び合いということもやっ

ていただいていますが、しっかりとこどもの特性に対応

していく、というところと、あとは障害があってもなく

ても、ともに混じり合って経験するというのはお互いに

とって素晴らしいことだ、ということも書いている。あ

と一番下の 2 行目辺りも結構ポイントだと思いますが、

個に応じた関わりと集団の中の一員として、だから個別

なのか集団なのかというのは両方大切ですよ、というの

をここでしっかりと明確に書かれていて、こういった理

念の下で従来からやってきている部分があります。 

障害児保育の世界は、障害と言ったらどういう対応か、

といえば加配なんですよね。人を足すことで対応すると

いうことを今まで取り組んできています。これは別に悪

いことではないと思いますけれども、そういう発想でや

ってきた。特にこの加配の仕組みが障害福祉サービスと

は違って、自治体に下りてしまって、税源移譲して既に

自治体がやることになっているのですが、ここがまた

我々にとってはネックで、自治体のところにお金は入る

のですが、ほかのことに使われている可能性が実はある

ということで、地域でうちは加配の支援がないのよとい

う話もあったりして、今これは実態調査もやっていまし

て、その調査結果も踏まえて対応したいとは思いますが、

いずれにしてもそういう仕掛けになっていると。 

それだけでは足りないので、私たちの公定価格と言わ

れている保育のお金の中でも、療育支援加算、これは理

屈をつくっている部分もありますけど、障害児を 1 人受

け入れていて、その主任の方が地域支援をやるのですが、

そこをサポートできる人材を置いてあるというような玉

突きみたいな理屈で、一応加算というものを設けていま

す。 

あとは医ケア児に関しては、医ケア児の支援法が令和

3 年にできて、保育所が明確に対応するということが位

置づけられました。学校もですけれども、これに基づい

て事業も元からあった事業ですけれども、拡充してきて

います。看護師や喀痰吸引できる職員を配置するような

お金をこちらの事業で出していて、世の中的に広がって

きているところでして、医ケア児の受け入れはどんどん
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 広がっているという状況があります。 

またさらに、こういう両方の制度があると、保育所と

児発を併設して作るところが出てきたところに、これは

もう混ざり合ってやるという世界が出てきます。基準上

で上手く対応できていなかったので、それぞれの体制は

基準を満たしたものを確保するのですけれども、交流し

て混ざり合ったときに、お互いの保育士さんなども混ざ

り合ってやっていいですよ、というルール変更を令和 4

年に行っているところです。そこで、障害児のことを考

えたとき目指すところは、インクルージョンという言葉

とともに、障害があってもなくても育つ環境づくりを進

めていくというところですが、これは文科省のインクル

ーシブ教育のところでよく議論がありますけれど、単に

混ぜればいいだけじゃないというところももちろん重要

です。ですので、特性に応じた専門的な支援がしっかり

確保された上でインクルージョンを推進していく、とも

に育つ環境づくりをしていくということで、障害児支援

のところは、障害児支援だけに通う人がいるのであれば、

そこはちゃんと保育所とか一般施策のほうにも通う場が

なければいけないと思いますし、そういった交流をやっ

ていくと。それから保育のほうは、自分たちのほうでも、

障害があってもなくても受け入れる体制を整備していく

ために専門性を確保していかなければいけない。先程言

ったように、障害児支援であっても専門性がどれぐらい

あるのかという話があるので、ここは双方にとってポイ

ントになると思います。 

最近増えているのが両方通っている子ということで、

両方通っているということはやはり連携しなければいけ

ない。こどもまんなかであったら、その子の育ち、暮ら

しは 1 本ですから、この 1 本をどういうふうにみんなで

対応するかを、障害児支援だから、保育だから、ではな

くて、これは関係者の 1 人としてみんなで相談しながら

考えていくことが重要だと思いますので、連携コーディ

ネートというのがこれからの施策のポイントになると思

っています。 

今まで厚労省のときに役所の部署も分かれていたとこ

ろが、今回こども家庭庁で一緒になって、今まさにいっ

しょにインクルージョンに関する調査研究をさせていた

だいております。保育のほうと障害児支援のほう双方か

ら、我々は保育所に対して、障害児支援は療育のほう、

児童発達支援のほうに対してですけれども、それぞれ障

害児をどう受け入れていて、特に障害児支援のほうは、

先程の併設型などをやっているところがどう対応してい

るかというのを中心に調べています。 

先程の新たな方向性ですね、12 月に出した文書の中で

も、保育所のほうは専門的支援をどう高めていくかとい

うところ。インクルージョンはある意味保育所に通えば

そこでインクルージョンは達成しているのですが、どう

いうふうに専門的支援を高めていくかというところで、

今までは人の数を加配でやっていたところに、ここはOT、

PT、ST、心理など、もしかしたら障害児支援の経験が高

い人というのもあるかもしれませんけれども、そういっ

た専門的なノウハウを持った人のサポートを受けながら、

力を上げていくということを保育政策の新たな方向性の

中で示しています。加えて、児発とかとしっかり連携し

なければいけない。特に併行通園の子は 1 つと捉えて、

どう連携していくかというところが政策の行く先になっ

ています。 

今言ったところを分かりやすく分解してみました。多

分パターンとしてはこういうパターンなのかなと思って

います。保育所のみに通園している左上の 1 のパターン。

これは保育所の専門的支援の力を上げていくことが重要。

それから左の下は、児発のみに通所。これは保育所にど

んどん移って、一緒に通う。もっと世界を広げていくよ

うな取り組みもやっていかなきゃいけない。それが難し

い場合でも交流を促進していくことが重要かと思ってい

ます。一番複雑なのがこの右ですよね。併行通園してい

るのはパターンがいくつかある。1 つの法人の中でごち

ゃまぜでやっているところ。これは単にごちゃまぜじゃ

ないよね、ちゃんと特性に応じた対応をしていますよ

ね？というところをどれぐらい見ていくかというところ

があるかと思いますし、同じ法人で、横に保育と児発を

並べてやっている場合、ここは連携はするんですけれど

も、インクルージョンはどれぐらいできているか。それ

から、別法人のところに通ってる場合というのは、ここ

はまさに連携のところをどれぐらい強めていくかという

ことが大きな課題だと思っていますので、パターンごと

にやるべきことも変わってくるので、ここに政策を打っ
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 ていきたいと思っています。 

最後になってきますが、保育の話からいきますけど、

保育の機能をどんどん拡充していく中で、保育所の役割

ですね。こども誰でも通園制度は全てのこどもが対象に

なりますので、障害児などもしっかり対応していくとい

うことで、検討会を回していますけれども、障害児や医

療的ケア児は、導入の入るところでしっかりと自治体が

サポートしながら、この制度を利用していただく仕掛け

を今考えているところです。あともう 1 つ言えば、療育

の世界の人たちも実施の主体になれるというところで、

ぜひこれは、北川先生のところもやっていただいていま

すけれども、障害児支援を担っている方たちにもやって

いただきたいと思っています。 

また、多機能化という話が話題になります。人口減少

下における機能確保において、多機能化は 1 つの解だと

思っていますので、この中で当たり前のように障害児の

対応を進めていきたい。多機能化の第一歩として、当然

のように障害児とか医療的ケア児は受け入れる環境を整

備していただきたいという思いもありまして、そこもし

っかり打ち出しながら進めているところでございます。 

最後に、私たち政策を作る身としては時間軸、タイミ

ングがすごく重要ですので、今障害の関係ではこういう

ことかなと思っています。保育のほうもいろいろ動かし

ていますけれども、障害福祉はまさに 3 年に 1 回報酬改

定がありますので、令和 9 年度の改定は令和 8 年度に議

論するということで、令和7，8年度でどれぐらい仕込め

るか。 

今お話したような動きを全部踏まえながら令和7、8年

度で次の世界を見据えて、まさにインクルーシブ保育は

どこへ向かうかというのを、ある程度こんな感じかなと

いうのを令和7、8年度で検討し実際にそれに向けての政

策を仕込んだ上で、令和 9 年度からまた 3 年間やってい

きましょうということになるということで、こういった

ことも意識しながら現場の皆さんには動いていただけれ

ば、政策と現場が時間差なくすごくお互いシンクロした

取り組みができて、何よりもこどもと家族のためになっ

て、それがしっかり届いて、その子たちの育ちと暮らし

が充実する、ウェルビーイングになるのかなと思ってい

ます。一緒に頑張っていければと思います。どうもあり

がとうございました。 

 

柏女：限られた時間の中で、非常に濃い報告をいただき

ました。こども家庭庁でもインクルーシブ保育に関する

2 つの調査研究が始まっている。日本財団も民間の立場

から助成を行っています。このようにこどもを真ん中に

しながら、インクルーシブ保育というのは今後の大きな

トレンドになるのではないかなということを感じさせら

れたご報告でございました。ありがとうございました。 
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課題提起 

 北川 聡子 
（社会福祉法人麦の子会 理事長・ 

日本ファミリーホーム協議会 会長） 

 
 

 

皆さんこんにちは。社会福祉法人麦の子会理事長の北

川です。今回は日本財団から助成をいただきまして、こ

のインクルーシブの保育について研究をすることができ

ました。大変感謝しております。私も主催者側として、

今の課題を提起することで次の討論につなげたいと思い

ます。報告会の概要ですが、PDF でダウンロードできる

ようになっていますので、詳しくはそちらのほうを見て

いただくとよろしいかと思います。 

まず障害のあるこどもとないこどもは、違う施策とし

て位置づけられてきました。そして障害のないこどもと

あるこども、また多様性があるこども同士が理解し合え

る場は、その結果限られてきていました。私たちは実は

以前、柏女先生たちと一緒に子どもの未来を作る研究会

というものをやっていまして、できれば障害のある子と

障害のない子と、横ぐしで考えていけたらいいね、とい

うことを研究していたんですけれども、それがこども家

庭庁ができたことで、今まで別々の施策だったのが一致

したというのは大変画期的なことだと思います。 

今まで別々だったことで、知らないことから来る偏見

とか差別とかが残念ながらありました。その機会がなか

ったため、差別や偏見につながる要因となりました。例

えば大人になってから障害のある方が地域でともに過ご

すためにグループホームを立てようとすると反対運動な

どがまだ残念ながらあるという結果です。その方々が悪

いというよりは、そういう機会がなかったんだ、という

ところから来ていると考えます。 

ダイバーシティとインクルージョンですが、ダイバー

シティというのはパーティに招かれて同じ場にいること、

場の統合。でもインクルージョンは、同じ場にいてダン

スを一緒に踊ること。対等なメンバーとして所属観を覚

えること。ヴェルナ・マイヤーズという方がおっしゃっ

ていました。本研究での定義ですが、そういう意味では

インクルーシブ保育とは障害の有無、国籍、性別、性的

指向に関係なく全てのこどもが一緒に過ごし、育ち合う

環境を作る保育の形態であり、全ての人がともに生きる

共生社会の実現に向けた基盤を築くものという大切な役

割があると思います。 

私たちのところの児童発達支援センターに通園する親

御さんの声です。「妊娠中、わが子が障害児とは思わな

かった。育休明けで保育園を利用することを決めていた

が、障害のあることが分かり保育園には行けなくなった。

自治体によっては違うと思うんですけれども、このお母

さんは行けなくなったということで、こどもも私も人生

が変わってしまった。そのとき、私のこどもは一生障害

児の中で生きていくのかと思った。今はこどもが大きく

なって、児童発達支援センターに通えることを幸せに感

じているけれども、でもあのとき保育園でも、ここのセ

ンターと同じような発達支援や家族支援が受けられてい

たら、地域のこどもと同じ保育園に行きたかった。選択

肢がそのとき平等ではなかった、とおっしゃっていまし

た。保育園も充実してほしいし、障害のあるこどもも大

切なこどもであるということ、そういう価値観になって

ほしい」とおっしゃっていました。 

分離されることが多い日本において、どうしたら一緒
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 に遊び、こどもたちが育ち合えるのかということで、今

栗原課長が説明してくださったように、保育園、幼稚園

のところで児童発達をやるところも増えています。また

保育園に専門職を配置するところもだんだん増えている

という状況です。それでは私たちが今までやってきた障

害児支援の役割がなくなるのか？と心配される方もいら

っしゃるかもしれませんが、インクルーシブな保育が進

んでも、やはり障害のある子の支援は大切な役割があり

ます。それは幼稚園、保育園が生活の場だとしたら、児

童発達支援センターなど私たちのようなところがアウト

リーチして、一人一人に合ったオーダーメイドの支援、

それからこどもや家族の支援に対して専門性を持つ職員

がしっかりとそこを支えていくという役割です。 

日本中どこに生まれても、障害のあるこどもや家族を

支えられる、共に生きる地域を作ることが大切だと思い

ます。障害児支援の専門性と、他のこども分野の関係者

と、もっと手をつないでいくことがこれまで以上に求め

られると思います。どの子も幸せなこども時代を作って

いく必要があると思います。 

そしてそのためには、インクルーシブ保育というとこ

ろが大事で、こどもにとっては同じ場所で、場所を一緒

にするだけではなく、ともに遊び、育ち合うインクルー

シブ保育が必要。そのためにはこども観とか人権意識の

アップデートが私たちには求められていると思います。

「できる、できないで見る能力主義ではない、その存在

そのものが素晴らしい存在だという、存在の肯定に立っ

た保育」です。そしてそのことが全てのこどもの人権と

尊厳が守られ、リスペクトされた環境。その中でこども

たちはその子、その子の持っている力が開花するのだと

思います。 

フランスではみんなにとって居心地のいいと思える地

域を目指しているということを言っていました。差別は

徹底的に外していこうということです。それからイタリ

アでは、関係者、幼児教育の担当者がより良い社会、歴

史を作る役割が保育にはあると言っています。そしてこ

どもにどんなふうに育ってほしいか。自分と違った相手

もリスペクトできるように、良い世の中や国を作る担い

手になってほしいんだ、ということもおっしゃっていま

した。それから日本では、この研究の中で私も知ったん

ですけれども、「保育は元来からインクルーシブな理念

を含有しているものである」と日本の保育のあり方にも

非常に希望を覚えました。 

今後は、児童発達支援センターが地域のこどもや家庭

の発達支援センターとして、幼稚園、保育園、こども園

などを支援して、これから障害のあるこどもの支援も大

切になってくると思います。それと障害児の通所に通う

こどもたちの通所部門も、障害のない子も通えるような、

そういうインクルージョンなシステムを作っていくこと

も大事だと思います。また学童期になると、学校教育は

また別なんですけれども、放課後等デイサービスだと、

きょうだいは学童、障害のある子は放課後等デイサービ

スとなっていますので、共生型などが今後求められるの

ではないでしょうか。 

先程栗原課長がおっしゃっていました、こどもまんな

かということで、最後にこどもの意見を皆さんにお伝え

したいと思います。これは日本知的障害者福祉協会で作

文コンクールで会長賞をとったこどもの意見です。ホー

ムページにも載せるということで、今日皆さんにお伝え

してもいいという許可をいただきました。東京の中学 1

年生の藤原さんという女の子です。1 人のこどもの意見

です。 

「私があっくんと出会ったのはオーストラリアの小学校

でした。あっくんはダウン症の日本人の子で、私の大切

な友達です。あっくんが日本からオーストラリアにやっ

て来たのは、私たちが 3 年生のときでした。最初の半年

ほどは、私もほかのクラスメートも、あっくんと仲良く

したいけど、どうしたらいいんだろう？と困惑していま

した。障害がどのようなものが分からなかったから、と

いうのが当時の正直な気持ちだったと思います。オース

トラリアの小学校では、10 人ぐらいの少人数学級で、お

おらかな国柄もあり、インクルージョンな教育が行われ

ていました。そしてあっくんの介助員として、看護師資

格を持つ先生の存在もありました。そのおかげか、毎日

同じ教室で過ごすうちにあっくんの人柄を知り、障害に

ついての理解が次第に深まってきました。そしてクラス

メートとして、みんな自然に馴染んでいったように私は

感じていました。そしてあっくんが、自分の名前を書け

るようになったときは、私も自分のことのようにうれし
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 く、一緒に喜んだことも良い思い出です。新たに心を開

ける友達が増えたことで、私は学校の居心地がより良く

なりました。 

一方で日本に帰国後、日本の小学校の特別支援学級の

ありようがオーストラリアと違っており、違和感を覚え

ました。支援学級の生徒たちもクラスメートだ、と実感

できるような機会は、私が卒業するまで一度もありませ

んでした。障害のあるクラスメートと一緒に過ごす機会

を増やしていくには、介助員もお金も必要で、決して簡

単ではないのだろうと、中学生になった今は理解してい

ます。しかし心のハードルを下げることはすぐにできる

はずです。健常者とされるクラスメートの中でも気の合

う人とそうでない人がいることが普通だと思います。全

員と仲良くなることは現実的に難しいです。だからこそ、

友達との付き合いにおいて、健常者なのか、障害者なの

かということは関係なく、気が合えば自然に仲良くなれ

る、という考えを持つことができれば、障害のある方と

の思いやりがあるふれあいの実現に向かって一歩踏み出

せるのではないかと思います。 

私が日本に帰国することになり、あっくんと会えなく

なる日、さびしてく悲しくて、あっくんも私も泣いてし

まいました。あっくんのお母さんから、普通に接してく

れたのが何気に一番うれしかったよ、と言ってくれまし

た。この言葉を聞いて、やっぱりあっくんは友達なんだ、

とより強く感じられたことが、私にとっても良い経験に

なり、中学に入ってからの人間関係においても励みにな

っています。」 

これは中学 1 年生の東京の子の作文、1 人のこどもの

意見ですけれども、私はこの中でダウン症のお子さんに

対して自分のクラスメートだ、と。これはイタリアに行

ったときもクラスメートだ、仕事の仲間だ、という平等

の感覚をこどもたちから感じました。それからもう 1 つ

は、障害があるなしに関わらず、気の合う人と気の合わ

ない人、そういうことは同じなんだということも印象に

残りました。イタリアでも障害のある子に対していじめ

はありますか？と聞いたら、いじめはあるけれども、障

害を理由にしたいじめはありません、ということを学校

の先生がおっしゃっていたということなんですけれども、

こういうことで少しずつこどもの意見としても、一緒に

いることで本当によかった、楽しかったという意見もあ

るし、その環境をきちんと作ってきたからこういう状況

になれたのかなと思います。 

こどもにとって本当にバリアのない良い環境を、それ

ぞれが生まれてきてよかったんだという、そういうよう

な環境をこどもの頃から作って、共生社会の中で、こど

もたちが暮らしていけるような社会をこれからみんなで

作っていきたいなと思っております。ありがとうござい

ました。 

 

柏女：ありがとうございました。この調査研究を始め

るにあたっての課題提起ということです。今のお話にあ

ったインクルーシブ保育の定義の中に、「一緒に過ごし、

育ち合う環境」というのがあり、一緒に過ごすとはどう

いうことを言うのか？あるいは育ち合うというのはどう

いうことを言うのか？それらがインクルーシブ保育の調

査研究の重要なテーマになったわけですけれども、今の

あっくんの事例がまさに、一緒に過ごし、そして育ち合

うということを如実に示しているんだなと感じさせられ

ました。 
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調査研究／海外視察報告 

 光真坊 浩史 
（子どもの保育における 

インクルージョン推進に向けた調査研究 事務局長） 

 
 

ここからは、社会福祉法人麦の子会が令和 6 年度に公

益財団法人日本財団の助成を受けて実施しました、「子

どもの保育におけるインクルージョン推進に向けた調査

研究」について、お時間をいただいて報告し、後半のデ

ィスカッションにつなげたいと思っております。私は事

務局長を務めております、光真坊と申します。よろしく

お願いいたします。 

先程、麦の子会北川理事長からご報告がありました

が、日本の保育所や認定こども園などはそもそも障害の

あるこどもを受け入れ共に育つインクルーシブな制度で

す。しかし、まだまだ入園を希望しても障害の種類や重

さ、環境が整っていないことなどを理由にして入園を拒

否されたり、また、保育所などに入園できても障害や特

性に配慮してもらえず、保育活動に十分参加できていな

かったりする実態もあります。このような日本の状況に

対して、2022年の国連障害者の権利に関する委員会の

勧告では、障害のあるこどもが一般保育制度を完全に享

受できるよう、法改正も含めて改善するよう求めていま

す。「ともに育つ」ことは障害のあるこどもにとって

も、障害のないこどもにとっても「権利」であり、共生

社会の実現に向けた第一歩として重要です。そこで本研

究は、全てのこどもがともに過ごし、育ち合うインクル

ーシブ保育を実現するために、その実態を明らかにする

とともに、先進事例や海外の取り組みを参考に、ミク

ロ、メゾ、マクロの視点で整理し、国等に提言を行うこ

とを目的としました。 

研究の実施体制はスライドの通りです。社会福祉法人

麦の子会の事務局に加え、柏女座長の下、計13名の様々

な分野の委員と 1 名のオブザーバーにご協力いただき、

実施しました。本研究は、4 つの調査から構成されてい

ます。1 つ目はインクルーシブ保育等に関する文献調査、

2 つ目は全国の保育所・認定こども園を対象にインクル

ーシブ保育の実態を明らかにする質問紙調査、3 つ目は

インクルーシブ保育を実践している園に対するヒアリン

グ調査、4 つ目はインクルージョンが進んでいるとされ

るイタリアとスウェーデンの海外視察調査です。これら

の結果からインクルーシブ保育の推進のための論点を整

理し、提言につなげることとしました。 

まず文献調査の結果概要です。2022 年の国連障害者

の権利に関する委員会の総括所見では、「日本は全ての

障害のある児童の完全な社会抱擁の権利を認識するため

に、既存の法律を見直し、他の児童との平等を基礎とし

て、障害のある児童が幼少期から一般の保育制度を完全

に享受することを確保するため、ユニバーサルデザイン

および合理的配慮を含む全ての必要な措置を実施するこ

と」が勧告されました。現場においては ICF モデルの浸

透がされておらず、ユニバーサルデザイン（基礎的環境

整備）と個別の合理的配慮の具体的取り組みが共有され

ていないこと、またそもそも「インクルーシブ保育」と

いう用語が初めて公的に使用されたのは、2020 年にこ

ども家庭庁が発出した保育所と児童発達支援の併設にか

かる基準緩和通知です。現在「インクルーシブ保育」の

公的定義はなく、現場では「インクルーシブ保育」が障

害者保育や統合保育と混同されていることも少なくあり

ません。また、障害児専門の療育の場のほうが発達（で

きること）が促進されるといった能力主義的な評価観に
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 基づく理解も広がっています。そのため本研究を進める

にあたり、まず以下の通り「インクルーシブ保育」の操

作的定義を行いました（「インクルーシブ保育とは、障

害の有無、国籍、性別、性的指向に関係なく、すべての

こどもが一緒に過ごし、育ち合う環境を作る保育の形態

であり、すべての人が共に生きる「共生社会」の実現に

向けた基盤を築くもの」）。 

この定義において、「インクルーシブ保育」の構成要

素として 4 点整理しました。1 つ目は障害のあるこども

だけでなく障害のないこどもや国籍、性別、性的指向に

関係なく全てのこどもを対象としていること、2 つ目は

違いのあるこどもがともに育ち合う保育であること、3

つ目は全てのこどもがともに過ごし、育ち合える環境づ

くりであること、4 つ目は最終到達は共生社会の実現で

あり、それに向けた基盤を築くものであること、を押さ

えておきたいと思います。 

続いて質問紙調査の結果概要についてご報告します。

調査方法は全国保育協議会、全国保育士会、全国認定こ

ども園協会、私立保育園連盟に依頼し、加盟園のうち

565 園から WEB またはメールにて回答を得ました。イ

ンクルーシブの推進については 96.4％が重要と感じてお

り、また障害のあるこどもとないこどもがともに過ごす

ことについても 92.4％が必要と感じていました。一方で

「障害のあるこどもを含む、特別な配慮を要するこども

の保育体制が整っている」と回答したのは 44.1％で、半

数にも達していませんでした。インクルーシブ保育の推

進の重要性として、「一人ひとりの保育を考えるきっか

けになる」が 62.0％と最も高く、また園全体の取り組み

としては、「全てのこどもが安心して生活や遊び込める

環境を作る」が 71.5％という結果でした。 

障害のあるこどもや配慮が必要なこどもは、回答のあ

った園の 91.3％に在籍しており、1 園あたりの障害のあ

るこどもの割合は 5％未満が 29.6％と最も多かったので

すが、7.5％以上在籍する園も 17.9％存在していました。

障害のあるこどもは発達障害が最も多く 79.1％の園に、

知的障害は 51.9％の園に、医療的ケア児は 6.8％の園に

在籍していました。外国ルーツのある子どもは 61.8％の

園に、養育環境などを理由に家庭支援が必要な子どもは

51.5％の園に在籍しており、現場では障害以外の配慮児

への対応も求められている実態が明らかになりました。 

児童発達支援を利用しているこどもは 93.2％の園に存

在しており、並行利用の広がりも明らかになりました。

気になる園児を児童発達支援につなげようとした理由と

して「こども自身の肯定感の向上」のほか「困りごとの

軽減、二次障害の予防」をあげる一方で、「園での対応

に限界があるため」と回答とした園も 35.9％あり、ここ

でも体制の不備や知識、技能の不足が示唆されました。 

受け入れできなかったことがあると回答した園は

46.1％であり、その理由としては「職員体制の不足」が

33.5％と最も高く、次いで「障害の種別や重さ、設備不

備」でした。相談をしている外部機関は、児童発達支援

事業所が 60.5％と最も高く、外部機関に相談したいこと

として、こどもへの関わり方のほか、保護者に関するこ

ともあげられていました。「こどもが楽しんでいる様子

を見て、保護者が安心している」と感じる園は 78.9％と

高い一方で、「保護者同士の関係の深まり」は 18.2％で

した。「他のこどもとの違いが目立ち、保護者が不安を

感じてしまう」と感じている園も 44.0％あり、保護者支

援の困難さと重要性が示唆されました。 

インクルーシブ保育のメリットは「多様性を理解し、

思いやる力が育つ」といったこどもの育ちに関すること

だけではなく、実は「園や保育者の質の向上に寄与する」

ということも示唆されました。一方で日々の課題として、

「日常業務の忙しさで専門性を高める時間の確保ができ

ない」、「環境整備や加配保育士の確保が困難」といっ

た切実な問題も明らかになりました。また、「小学校入

学以降の厳しい現実への心配」などの理想と現実との葛

藤が生じているも分かりました。 

これらの質問紙調査の結果から、課題をミクロ、メゾ

の視点で整理しました。「ミクロ」の視点は、保育現場

やこどもとの直接的関係のレベルでの視点であり、課題

としては、こども一人ひとりのニーズを把握しきれない

ことや、特性に応じた専門性を学ぶ機会の不足、こども

同士の関係づくりの難しさ、保護者との関係づくりの難

しさ、業務量の多さ、保育者への精神的負担へのサポー

トの必要性、こども観や保育観の変革に追いついていけ

ないことなどがあげられました。「メゾ」の視点は、保

育施設や組織の運営、地域との連携のレベルの視点です。
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 バリアフリーなど施設環境の整備が進んでいないことや、

チーム支援の難しさ、就学先との連携の不足、保育士等

の雇用の不安定さ、ピアサポートを含む家族支援の困難

さ、児童発達支援などとの連携の困難さ、外部専門機関

からのアウトリーチの量と質の不足などがあげられまし

た。 

次にヒアリング調査の結果概要です。調査方法は「イ

ンクルーシブ保育に積極的に取り組んでいる」と検討会

または事務局から推薦があった保育所及び認定こども園

に対して、訪問による視察またはオンラインでの聞き取

りを行いました。訪問ヒアリングは 5 園に対して行い、

内訳は児童発達支援を併設している 2 園、独自の園内特

別支援学級を設置している 1 園、自由保育や異年齢児保

育を基盤にしている 1 園、地域に根差した包括的支援を

行っている 1園です。スライド 11は福井県勝山市にあり

ます、しろきこども園です。しろきこども園はこれまで

障害のあるこどもを積極的に受け入れており、自由保育

と異年齢児交流保育を大切にしてきた園です。またモン

テッソーリなどの理論も取り入れ、こどもたちが主体的

に考え学ぶ保育を大切にしておられます。訪問時は雪が

降ったあとだったこともあり、こどもたちが生き生きと

雪遊びをしている姿が見られました。また年長児が未満

児のお子さんに絵本を読んであげている姿などほのぼの

とした風景が広がっていました。絵カードを用いた視覚

的な提示やカームダウンスペースの設置など、障害のあ

るこどもへの特性に応じた環境整備はもちろんですが、

こども一人ひとりの思いを聞き、全てのこどもが楽しめ

る柔軟な遊びの設定やルールの変更なども心がけている

ということでした。特徴的なのは、毎月全職員を集い、

保育内容に関する探究のワークや事例検討などを行って

いることです。スライド内の模造紙に書かれたものは、

こどものつぶやきからこどもの思いを推察したものであ

り、また10の姿が育つプロセスを園のこどもたちの姿を

通して確認したりするなど、保育の質の向上に真摯に取

り組んでおられました。このようなワークや事例検討会

等を通して、チーム保育を体現していく取り組みやイン

クルーシブ保育の実践に深くつながっているものと推測

されました。 

ヒアリング対象園に共通するポイントとして、1 つ目

は障害のあるこどもなどを含む全てのこどもが大切であ

るというインクルーシブ保育の基本理念を確立し、実践

していること、2 つ目はこどもの視点でユニバーサルな

保育環境を構成するとともに、個別のニーズに合わせた

環境や柔軟性のある保育を行っていること、3 つ目は保

護者と日々の連携し、サポートをしていること、4 つ目

はチーム保育の実践、5 つ目は園園内研修や事例検討な

ど、園独自の研鑽を行っていること、6 つ目は地域との

連携に加え、地域全体を対象として子育て支援や地域づ

くりに貢献していることです。後ほどインクルージョン

の先進国と言われる国の海外視察報告をしますが、日本

においてもインクルーシブ保育の素晴らしい実践があり、

今後インクルーシブ保育を日本において全国展開するた

めにはこのような実践を積み上げ、体系化し、共有化し

ていく必要があることが示唆されました。 

続いて、海外視察調査の結果概要を報告します。調査

方法は、インクルージョンが進んでいると言われている

イタリアおよびスウェーデンを訪問し、園の視察および

行政職員、園長と意見交換をいたしました。イタリアは

1970 年以降法律を制定し、それらに基づき障害のある

こどもは地域の学校に通うことを原則としてきた長い歴

史があります。特別支援学級は廃止され、特別支援学校

もわずかしか残っておらず、99.6％のこどもが地域でと

もに教育を受けています。イタリアでは全てのこどもの

多様性を受け入れ、必要に応じて配慮されることが当た

り前であり、こどもの権利をベースにした価値観が根付

いていることが伺えました。このスライド 12-13 は就学

前施設におけるインクルーシブの体系を示したものです。

インクルージョンクラスの定員は約20名で、教師のほか

補助職員、特別支援教育に関する専門性を有する支援教

員、子どもの生活を支える専門職のエデュケーターが配

置され、チーム支援体制が整えられています。障害の認

定は地域保健機構や国立社会保険機構などが連携して行

うとともに、支援計画などの作成の役割を担っています。

市の行政には教育学を専攻した経歴を持った、レッジ

ョ・エミリア教育の中でも重要な役割を担うペダゴジス

タが配属され、理論を実践に落とし込んだり、実践から

理論を洗練させたりしています。また、スーパービジョ

ンなどを行う教育コーディネーターなども配置され、頻
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 回に就学前施設と連携を取り合うなど、教育の質に行政

が強く関与するシステムが確認できました。 

スライド14の写真はボローニャ市の小学校の様子です。

公園に隣接する自然豊かな小学校です。視覚的に分かり

やすい環境設定のほか、落ち着きのないこどもの机の上

には噛んだり握ったりすることを保障する個別の感覚グ

ッズが置かれていたり、また授業場面では障害のあるこ

どもを自発的にサポートするこどもたちの自然な姿を見

ることができました。またボローニャ市では様々な市民

プロジェクトが立ち上げられており、保育や教育活動に

演劇や音楽体験、心理運動活動、インクルージョンなど

を取り入れようとする試みが行われております。大学の

ほか地域の市民も参加して就学前の保育・教育の質の向

上に関わろうとする文化が根付いていることが伺えまし

た。 

続いてスウェーデンについてです。スウェーデンでは

就学前段階はインクルージョンを原則とする一方で、義

務教育以降は障害や特性に応じた適応学校、これは特別

支援学校と同様のものですが、存続されています。ただ

適応学校は障害のないこどもたちが通う基礎学校と同一

敷地内に設置されており、これは「場の統合」と呼ばれ

ています。スウェーデンは移民政策を行った影響もあり、

障害のあるこどもよりも外国ルーツのこどもが多い地域

も存在しています。スウェーデンでは、インクルージョ

ンは民主主義の土台を成すものであり、また違いは多様

性を学ぶ資源であるという認識に立ち、ゆえに他言語、

他文化を尊重するといった価値観が、特にプレスクール

において重視されていました。スライド16は多文化理解

を通したインクルージョンのあり方を示しています。言

語には遊び、学び、民主主義、発達の 4 つの重要な役割

があり、1 日の活動を通した実践が重要であるとされて

います。プレスクールでは多文化理解、第 1 言語と第 2

言語を発達させる権利の尊重、自然に絵本と親しめる環

境の提供、保護者の積極的な関与を大切にしており、こ

れらの取り組みがインクルージョンの実現につながって

いると推測されました。写真はイエテボリのプレスクー

ルの様子です。イエテボリのプレスクールには広大な屋

外遊戯場が確保されており、雪が降っても必ず毎日外遊

びをするため、どの園にも長靴乾燥機が設置されている

ということでした。アートのための部屋が整備されてい

るほか、玄関に入ったところには絵本が飾られている図

書スペースがあり、また園内の所々に絵本が置かれてい

るなど、絵本に親しみやすい環境づくりが行われていま

した。また多言語で表記されている絵カードやスケジュ

ールの視覚的提示など、ユニバーサルな環境が徹底され

ているという印象でした。 

海外視察からインクルーシブ保育の実現のために必要

と考えられる取り組みについて整理しました。1 つ目は

政策としてインクルージョンを原則としていることです。

国がインクルージョン推進の方向性を明確にし、根拠と

しての法整備もしっかり行われていることです。2 つ目

はインクルージョンの社会的価値観が浸透していること

です。インクルージョンはこどもの権利の尊重に留まら

ず、民主主義の土台を成す考えのもと、小さいころから

多様性を尊重する価値観が社会的土壌として時間をかけ

て展開され、浸透しているということです。3 つ目は基

礎自治体がインクルージョンを含む保育の質の向上に責

任を持ち、イニシアチブを発揮して多彩なプロジェクト

やプログラムに積極的に取り組んでいることです。4 つ

目は現場の園長に裁量権が付与されていて、人事やクラ

スの編成、運営などについて権限と責任を持ち、主体的

に行政や専門機関と連携して保育の質の向上に取り組ん

でいることです。5 つ目は専門機関との連携や園内外の

多職種と連携して、チーム支援を実践していることです。

6 つ目は保育者や教育者の資質向上について継続教育や

トレーニング、スーパーバイズなどの枠組みがしっかり

整備されていることです。これらのポイントは「マクロ」

の視点で国や自治体等が取り組むべき道標になるものと

考えられます。 

以上 4 つの調査結果から、日本におけるインクルーシ

ブ保育の推進に向けての課題について整理しました。イ

ンクルージョンの理念が確立されておらず、社会的理解

の啓発も不十分であること、保育施策と障害児支援の制

度が分断されており、インクルージョン推進の行政責任

が不明確であること、物的・人的な整備はこれからイン

クルーシブ保育の展開に合わせて改善する必要があるこ

と、保護者や家族への支援をしっかりインクルーシブ推

進の中に位置づけていくこと、人材育成や専門性の確保
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 などが挙げられます。課題ばかりではなくて、ヒアリン

グ調査からは日本においても海外に引けを取らない素晴

らしい実践があり、それらの強みも生かしていく必要が

あると考えられます。 

最後に、総合考察などを踏まえてわが国におけるイン

クルーシブ保育の推進について、政策提言を行いたいと

思います。1 つ目は、共生社会やこどもまんなか社会の

実現を目指すスタートアップとして、インクルーシブ保

育を早期に実現することが望まれます。そのためには、

国は就学前においてはインクルーシブ保育を原則とする

方針を明確に打ち出す事が重要で、その際、インクルー

シブ保育の定義化をしっかりと行い、その理念と内容

（構成要素など）について広く周知させる必要がありま

す。法や基準の改正のほか保育指針やガイドイラインな

どへの明記も不可欠です。また、現行の障害児支援制度

と子ども・子育て支援制度との分断を解消し、制度上一

元化することによりインクルーシブ保育の実現が実効的

になると考えます。具体的には旧通所施設の流れを汲む

障害児限定の生活の場を原則廃止するとともに、逆に障

害児通所支援に障害のないこどもも通えるようにするこ

と（認定こども園等への統合を含む）、各施策で規定さ

れているアウトリーチ型支援の整理・統合などの検討が

望まれます。 

2 つ目は、インクルーシブ保育の適切な実施に向けて、

適切な環境や柔軟な仕組みの整備を行うことです。具体

的には「障害児保育」から「インクルーシブ保育」へ概

念や理念の転換を図っていくこと、障害のあるこどもの

保育については能力主義から人権モデルへの転換を図る

こと、ともに育ち合うことの価値観や権利に基づくこど

も観、障害観をじっくり時間をかけて浸透させていくこ

と、現在、保育分野では「保育の質の向上」に向けた取

り組みが検討されていますが、その中にインクルーシブ

保育を明確に位置付けること、クラスサイズの縮小化や

チーム支援ができる職員体制、コーディネーターの配置

などの基準の見直しも必要と考えます。また、児童発達

支援センターなどが地域支援の中核機能をしっかりと発

揮していくことも重要で、児童発達支援センターには

後々インクルーシブを進めていくセンターとしての位置

づけを明確にしていくことも考えられます。あわせて全

てのこどものためのインクルーシブ保育の好事例を収集

し、発信を続けていく仕組みも必要です。このように、

国が強いリーダーシップを発揮し、こどもまんなか社会

の一丁目一番地としてインクルーシブ保育を進めていた

だきたいです。 

スライド21はインクルーシブ保育の実現に向けて、こ

れまで報告してきたものを、横軸に「ミクロ」「メゾ」

「マクロ」レベルでの取り組みを、縦軸に「短期」「中

期」の時系列での取り組みに整理したものです。この提

言が提言だけで終わることなく、こども家庭庁と深くつ

ながりながら、またインクルージョン推進に賛同する保

育園、認定こども園、障害児通所支援事業所の関係者や

関係団体とともに歩調を合わせながら、継続的に発信し

続けていきたいと考えています。 

最後に、柏女座長をはじめ、貴重な意見をいただいた

研究会委員やオブザーバーの皆様、調査協力をいただい

た園の皆様、ボローニャやイエテボリの市職員、園の皆

さまに感謝申し上げるとともに、今回研究助成をいただ

きました日本財団様に感謝を申し上げまして、研究報告

といたします。ご清聴ありがとうございました。 
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シンポジスト発表 

 古渡 一秀 
（学校法人まゆみ学園 理事長） 

 

 

 
皆さんこんにちは。FLECフォーラムのシンポジウムに登

壇の機会をいただきましたこと、ここにお集まりの参加

の皆様、そして大変素晴らしい諸先生方とインクルーシ

ブ保育についての思いを伝える機会をいただいたことに、

皆様に感謝申し上げます。私は、福島県二本松市におい

て幼保連携型認定こども園を 3 施設運営しています、学

校法人まゆみ学園理事長の古渡と申します。どうぞよろ

しくお願いします。 

今回のインクルーシブ保育としての幼保連携型認定こど

も園と児童発達支援事業所を併設した施設は、3 年前の

移転に伴い新しくなった幼保連携型認定こども園まゆみ

の実践報告となります。5 年前になりますけれども、移

転以前から旧園舎において併設の取り組みを行っていま

したが、移転後の幼保連携型認定こども園まゆみに併設

した施設として、令和 4 年 4 月からスタートいたしまし

た。全てのこどもの最善の利益と言われますが、私は障

害のあるこども、障害のないこどもが共に過ごすこども

の生活を中心とした保育を実現することが、全てのこど

もの最善の利益と考え、現在運営をしております。 

これは昨年度インクルーシブの調査研究班の皆さんが当

施設の調査でまとめられた報告書です。これは先程の

PDF のほうに入っていると思います。調査報告には 1 か

ら 6 までの調査項目があり、この中で、私たちが運営す

る上で試行錯誤しながら、特に大切にしていることは、

心地の良い保育、居心地の良い環境です。障害があるこ

ども、障害のないこどもも、そして子育て中の地域の親

子、又働く職員にとっても居心地の良い環境として、心

地の良い保育を大切にしています。 

ここからは報告書とクロスするテーマもありますので、

そこを踏まえてお話したいと思います。はじめに、なぜ

児童発達支援事業所を認定こども園に併設することにな

ったかのお話をします。認定こども園、保育所、幼稚園

等において集団活動に参加したがらない子、着替えや食

事、排せつなどに不器用さがある子など、同年齢で行う

活動への参加が難しい園児は以前からいました。実は 14

年前の 2011 年、3.11 東日本大震災と福島原発事故から

3 年後、少し落ち着いた頃に、新入園児の 3 歳児や満 3

歳児の入園の姿がかなり変わっていました。2 歳児から

進級した園児よりも家庭保育から入園してくる 1 号の満

3歳児、年少のこどもたち、約 15人の幼児の姿でした。

この子たちが全ておむつをしていたというのが変化に気

付いたはじまりです。生活する中で落ち着きがない子、

クラスに馴染めない子など、様々な困り感のあるこども

が増加しました。また当時の在園のこどもたちの育ちの

“ずれ”も感じるようになりました。そしてこどもの発達

に不安を感じる保護者や、園児への具体的な保育の支援

方法が分からないといった保育現場の相談もかなり増え

ました。もちろんそのあと、保育内容や行事など約 4 年

から 5 年ほどいろいろな工夫をしました。しかし震災前

の当園の保育の姿とは、かなり“ずれ”があった、という

のが今回の児童発達支援事業所を併設した 1 つのきっか

けになりました。 

このときに、特性のあるこどもたちも踏まえて在園のこ

どもたちが、なぜこんなに“育ちのずれ”が生じたのかと

いうことを、まず自分の園のこどもたちについて検証を

行いました。その中で、児童発達支援の障害があるお子



 

 

 

 

266 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 
クロージングシンポジウム「インクルーシブ保育はどこへ行くのか？」 
※『子どもの保育におけるインクルージョン推進に向けた調査研究 研究会』共同セッション 

 

 さんに対する保育も、もしかすると「一緒だよね」と気

付いたのがはじまりでした。その「一緒だよね」も、最

初は児童発達支援事業としてどうするかは全然考えてい

なかったです。ところが、全てのこどもの育ちを理解し

ていくと、障害のあるお子さんも「同じ」ということも

分かり、であれば、生まれ、育ちの“ずれ”ているお子さ

んとか、そこにも応用できるよね、というのが併設を考

えたはじまりでした。ですから、障害のあるこどもも一

緒に生活できる保育を目指しましょう、というのがこの

形のインクルーシブ保育の最初のきっかけになります。 

私たちが保育の観点で大切にしているのは、幼児教育の

観点から、障害や特性のあるこどもの幼児期の終わりま

でに育ってほしい10の姿です。もちろん障害のないこど

もの10の姿もあるんですけれども、障害や特性のあるお

子さんも10の姿があるということを考えることによって、

保育教諭も、また児童発達支援の職員も共通のイメージ

を持って関わることが出来ると考えています。 

これは当施設の配置図ですけれども、玄関は 1 カ所です。

右上のところがマーブルハウスなんですけれども、 

マーブル利用の子がどこの部屋に行っても大丈夫です。

この下が子育て支援センターになり、共有ホール、その

隣にはこども園の乳児室０歳１歳２歳と幼児３歳、遊戯

ホール、4歳、5歳の部屋があります。導線は全てどこか

らでも行けるようになっています。今まではこれが、施

設や事業ごとに区切られていたんですけれども、私は認

定こども園に関わる全てのこども、大人の導線をクロス

することで、全てを分けない設計を考えました。こども

園も児発のこどもも分断しないで自由に施設を動けると

いうテーマで、ここの施設を設計しています。 

次は当施設の職員配置についてお話します。認定こども

園まゆみの職員体制は、こども園部、児童発達支援部、

子育て支援センター部の合計29名で行っています。また

認定こども園まゆみの在園数は 120 名です。うち併設し

て児童発達支援事業所・マーブルハウスの利用児は 9 名。

そして各施設から利用している子は19名です。今回マー

ブルハウスの職員の中に作業療法士、臨床心理士の先生

や、専門性を持った職員が配置されています。 

毎日行われるミーティング、実はここが大事なテーマに

なるのかなと思っています。もちろん保育のデイリーで

もあるんですけれども、このブルーのラインは全て職員

のデイリーです。毎日行われるミーティング、特に朝の

ミーティングで、1 日の保育等の最終確認を行います。

そして年齢ごとの保育の流れ、児童発達支援事業の個別

指導並びに各保育での利用児の確認、これを朝のうちに

確定します。そして午後２時頃に各部門のミーティング。

ミーティングでは、本日の保育の振り返りを行います。

保育の中でのこどもたちの姿や児発利用児の姿などが話

し合われ、明日の保育につなげるミーティングになって

います。そしてその後、5 時までに翌日の保育計画を出

すようにしています。実は朝のミーティングというのは、

前日の夕方までに出してもらった計画を、朝、もう 1 回

最終確認するようになっています。ですからミーティン

グにおける毎日の PDCA サイクルを行っているという形

になっています。 

これはマーブルハウスの部屋の配置図ですけれども、実

際の面積は認可定員15人の大きさになっています。小さ

いのですが、児童発達支援事業所としては多機能化して

いると思っています。まず左から多目的トイレがありま

して、ここは重身のお子さんでも対応でき、シャワール

ームも奥にあります。施設に入ると、観察室、防音室、

観察室には、マジックミラーがあり、防音室は聴覚障害

のお子さんにも対応してあげたいという気持ちがあった

ものですから設置しました。また、個別の指導室、静養

室、児童訓練室というかたちで、そこからこども園、子

育て支援センターにも自由に行けるようになっています。 

次はこどもの様子についてお話します。ここに映ってい

るお子さんは児発利用児です。特に左の、本を見ている

お子さんの話をさせていただきます。これは先日、東北

大学の資料館に遊びに行った時のものです。そこにはア

ンモナイトとか恐竜の化石とか、たくさんの展示物があ

りまして、こどもたちは園に戻ってきたら、鉱物の発見

をやろうなんて言っていましたから、ライトで照らして

探していたり、この子は本の中で鉱物を一生懸命探して

いたりしています。こうやって、遊びは体験を通してで

きるんだ、ということがここではっきり分かると思いま

す。この右側は、 

ちょうどお月見会だったんですけれども、この子たちも

児発利用児です。他の園児全員の前ではじめの言葉を言
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 って、ちょっと照れてはいるのですが自信をつけていく。

そういう大事な場面だなと思っています。 

次は、遊びのテーマにもよるのですが、集団保育の中で、

児発利用児が一緒に関わったり、子育て支援センターに

遊びに来ているこどもたちと遊んだりしている様子です。

これは、当園は、かなりの広さがあるんですけれども、

本当に自由にのびのびと遊んでいますので、どこに対象

者がいるのか本当に混ざって遊んでいる姿というのは、

多分専門の方が見ても分からないぐらい自由で分け隔て

ない環境です。保護者との懇談会とか、あと研修会もか

なり園内ではやらせていただいており、そういう中で、

保護者にも理解していただき、われわれ職員も理解し、

そして地域のいろいろな専門家と一緒になりながら、子

どものための考え方を整理しているということです。 

ここは先程の課長たちのお話のところとクロスする話に

なると思いますが、児童発達事業所を併設するにあたっ

て課題になったのが、こどもの生活の分断をどう止めよ

うかな、ということでした。お互いの情報共有がしっか

りして、そのこどものための仕組みを確立しているので

あれば、並行通園であったりとか、または加配があった

りとかでいいと思うのですが、当施設の場合職員数が非

常に少ないのです。ですから、逆に、職員数が少ないか

らこそ、みんなで子どもたちをどう見ていったらいいん

だろうかということで考えたのがこちらの仕組みになり

ます。基本的には先程から話がありますように、幼保連

携型認定こども園教育・保育要領を基本としながら、こ

ども園のこどもの10の姿をどうするか。そして児発のほ

うも、その子における総合的な計画は立てるんですけれ

ども、そのこどもにとっての10の姿を、こども園の担当

者と児発担当者、そして調整をかける職員で、その子ど

もの育ちの筋道の中でお互いが理解した方向性を作ると

いうのが基本になっています。そういう意味では職員間

のインテグレーションをどう作っていくかという、そう

いう問題で関わってきました。 

ここまでの考え方を理念的に考えてみたとき、まゆみ学

園が創造するインクルーシブ保育というのは、実は孤立

から共感の社会へ行くことなんだろうな、という大きな

ビジョンで考えています。地域の子どもと保護者のため

に包括的に、一体的に、一貫的に対応するという、認定

こども園の姿って本来そうであろうと思ってはいるんで

すけれども、そこを基本としながら、3 つのキーワード

を基本として運営を考えています。1 つは、先程も出て

いますが、「インテグレーション」ということで、統合

すること。いろいろなものを統合しながら、子どもたち

のために仕組みを作ること。そして「インタラクション」

ということで、一方通行にならないようにするというこ

と。これは先程の毎日のミーティングの中でありますよ

うに、いろいろな会議で PDCA サイクルをきちんと回せ

るというのも、この話になるのかなと思います。そして

先程北川理事長のお話にあった「インクルージョン」と

いうこと、この 3つを柱として考えています。 

インクルーシブ保育は障害のあるこどももないこどもも

ともに学び、ともに育つことができること。最初から分

けずに包み込もうとすればこの図のようになると思うん

ですね。分ける必要がないのだから、というふうに考え

てみると、これがインクルーシブなのかなと思っており

ます。障害のあるこどもも障害のないこどもも、共にこ

どもの生活を中心とした保育とは、全てのこどもの保護

者への養護の援助であり、インクルーシブ保育は様々な

課題を統合するこどもたちのための新たな保育保障なの

ではないかと私は考えています。そういうわけで、こど

ものための保育保障という観点の中で今後進めばいいな

と思っております。私の発表は以上です。ご清聴ありが

とうございました。 
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シンポジスト発表 

 米山 明 
（全国心身障害児福祉財団 

全国療育相談センター センター長） 
 

私のほうは障害児支援の立場からお話をさせていただ

きます。私は今、所属が全国心身障害児福祉財団で、い

ろいろな身体障害、あるいは発達障害、あるいは知的障

害などの団体さんが入っていらっしゃる財団の中のクリ

ニックで、もともと40年近く医療的ケア児も含む重症心

身障害、それから知的障害、そして今話題になっていま

す発達障害の診療を続けております、小児科医です。よ

ろしくお願いします。 

1 つは、今回のテーマであるインクルーシブ保育とい

うことなんですけれども、ご存知のように国連の勧告、

皆さんの配布資料にはございませんが、国連の 2022 年

10 月の政府報告に対する総括所見に対する勧告が出て、

24 条の教育という場面で委員会のほうから、いわゆるイ

ンクルーシブ教育がまだ日本は浸透していなくて、むし

ろ特別支援教育がずっと続いていて、特に知的障害、心

身障害などの支援を必要とする児童が通常の学級での教

育利用をしにくくしているということ。それから通常の

学校で特別支援学級があること等が言われて、インクル

ーシブの教育が進んでいない、そこを進めるように、と

いう勧告を受けていることは報道でも話題になっていた

かと思います。 

法律の話になってしまいますけれども、障害者基本法

が平成 23年 8月に改正されたとき、教育の中で 16条で

インクルーシブ教育ということはしっかり明記されてい

たんですね。ですけれども、まだまだ進んでいないとい

うことがあります。 

そしてもう 1 つは、こどものいわゆる療育ということ、

あとインクルーシブ保育に関連する乳幼児ですね。幼児

のほうを見てみますと、障害者基本法の17条に療育とい

うのが平成23年にはじめて新設されたんですね。そこで

は障害のあるこどもが可能な限り、その身近な場所にお

いて療育その他の関連する支援を受けられるための必要

な施策を講じなければならないということで、先程の 16

条の教育のほうでは、インクルーシブ教育ということが

明記されていたんですけれども、ここではインクルーシ

ブ保育ということは実はまだ今の基本法でも書かれてい

ないんですね。一方で、今こども家庭庁になりましたけ

ど、その前の厚生労働省の障害保健福祉ですかね、そち

らのほうでは平成 26年7月の今後の障害児支援のあり方

というところで、インクルージョンの推進、合理的配慮

ということを明記して、かつその中でこどもの最善の利

益保障と家族支援の重視ということがしっかり明記され

ていて、そこが本当にインクルーシブという中で、縦横

連携はとても大事なんですが、そういったことが言われ

て、ちょうどこれで今10年経ったところなんですね。そ

ういう意味で、いろいろな政策が10年ぐらい経つと浸透

してくるなというのが私の肌感覚でもあるところではあ

ります。 

一方で世界を見ると、障害の分類というところだと、

ICIDH という国際障害分類から ICF、医療モデルから社

会モデルというところで ICFになり、Child Youth、こど

ものバージョンが 2007 年にできたわけですが、さらに

今まさにこども家庭庁、こどもまんなかでということで、

人権モデルということにどんどん変わってきていると思

います。そういったところで変わってきているところな

んですけれども、国連の勧告で先程より手前の障害のあ

る児童の 7 条の 17 のところで、委員会はというところ

で、1 つは日本の母子保健制度、1、6、3 歳、それから

今度から予算化されている 5 歳児健診とか、そのシステ

ムって多分世界一だと思っていますけれども、一方でそ
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 の早期発見とかリハビリテーションの制度が、いわゆる

医学モデルというかたちで社会的障壁隔離を導いている。

インクルージョンを妨げているということが懸念として

勧告されています。 

さらに次の項目の中で、他の児童との平等を基礎とし

て、障害のある児童が幼少期から一般の保育制度を完全

に享受することを確保するために、ユニバーサルデザイ

ンと合理的配慮を含む全ての必要な措置を実施すること、

という勧告が出ています。これは先程研究調査の、光真

坊さんのほうからもまとめにあったところではあります。

実態として見たとき、医療的ケア児支援法は令和 3 年に

成立し、翌年施行されているわけですけれども、医療的

ケア児支援法はよりインクルーシブな、というところは

どんどん先行して進んでいると思うんですけれども、医

療的ケア児を見てみますと、いわゆる幼児さんが一番多

いんですね。人工呼吸器療法のこどもたちなど、2 万人

くらい全国で医療的ケアが必要なこどもたちがいるんで

すけれども、人工呼吸器療法を必要とする児童が10年で

2 倍ぐらいになって、実はそこが幼児さんが一番多いと

いう統計も出ています。そこが今後、進めていかなけれ

ばいけませんし、医療的ケア児法の中でいうと、保育所、

幼稚園のほうでもこれを進めていくということは、国の

ほうで予算化がどんどん進んでいるところだと思います。

インクルージョンということを、先にこども家庭庁の課

長のほうからお話ありましが、そこを進めていくという

方向性はあると思います。 

医療の立場ということで考えると、もちろん保育園で

も当たり前ですけど、こどもの命の安全はベースにある

わけですよね。そこと心身の健康を維持する、その上で

いろいろな遊びや学び、外出、出会い、そういったとこ

ろでこどもが成長、発達していくというところであると

思います。本来、私も小児科医ですので、こどもの育ち

というところから見たら、保育園の中で分離ということ

ではなくて、こどもの育ちを支援するというのは、イン

クルージョン、もっと基本のところで育ちを支援すると

いうところでは、みんなで育てるということで当たり前

であればいいと思っております。 

差別解消法のところで、おさらいにみたいになります

が、先程古渡先生もおっしゃいましたけれども、1 つは

環境提供で、私も保育園巡回をさせていただいていまし

て、障害児に優しい環境、あるいは支援、これは大人も

そうですけれども、それはまさに定型発達しているこど

もとか大人にとっても優しい環境支援である。まさにユ

ニバーサルデザインだなというところで、そこを進めて

いかなきゃいけないなというところです。 

それと、私が内閣府の障害政策委員会のメンバーでも

あるのですが、前委員長の石川准先生がおっしゃったの

は、合理的配慮というの Reasonable Accommodation

と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 Reasonable 

Consideration みたいな、気遣いとか心配りではなくて、

合理的な環境調整と読み替えてください、ということを

おっしゃられたんですが、本当にそうだなと思って、合

理的配慮というものを今後も提供を進めていかなければ

いけないなと思っています。 

そして、今話題になっている発達障害について言うと、

通常学級の中で 8.8％というデータが文部科学省のほう

から出ております。さらに特別支援教育、通級のこども

達も全部含めて 6.3％が特別支援教育を受けているとい

うデータで、こどもが減っているにも関わらず 10年で 2

倍くらい利用が増えているというところで、インクルー

シブ教育からは、見方によってはかけ離れているという

ところではあると思います。一方幼児さんについて言う

と、今年度から予算化され始めている 5 歳児健診は、ち

ょっと古いデータですけれども、大体 9％前後ぐらい、

鳥取県で調査をしているんですけれども、そのぐらい出

ています。先程の保育の中でも、診断がついてないお子

さんは、1 割というところで見ると、当たり前にいるわ

けですよね。それで 3歳児健診だと 50％は実は通過して

いるんですね。ですから、診断がつかないというこども

たちで、発達の特性を持っているこどもたちが、保育園

で結構大変というような相談を受けることもあるんです

けれども、それはその通りだなと思います。先程の調査

報告でもありましたけれども、発達障害のこどもたちを

一般の保育園で見ているという割合が出ましたけれども、

そういったところでまだ診断がついていないこどもたち

も当たり前に保育園で見ているわけですので、そういう

意味でインクルージョンというのは、先程も申しました

けれども、当たり前だなという感覚でおります。 
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 一方で、FLECフォーラムの発起人に一応私も連ねてい

るんですけれども、社会的養育のこどもたちって、里親

さんについても、あるいは児童養護施設についても、先

程の発達障害なんかだけを抽出してみますと、大体里親

さんでも通常が知的障害が 3％ぐらいと考えると、10％、

3倍ぐらい多いですし、そのほかの発達障害も 3倍から4

倍くらいということで、ケアニーズの高いこどもが増加

しているということが言われていますけれども、そうい

ったところは児童養護施設の中で当たり前にインクルー

シブに生活をしているわけですよね。そういったところ

があるなと思っています。 

一方で障害児入所施設、私も長く関わってきましたけ

れども、障害児入所施設でも 40％を超えて、被虐のお子

さんたちが入所されているんですね。そういったところ

で言うと、ウェルビーイングの保障ということで、より

良好な家庭的環境の提供も、もちろんこどもの意見表明

ということも、意見形成も進めていくということが求め

られていると思います。 

これは先程のこども家庭庁の課長からもありましたけ

れども、支援ニーズの高い児童への支援の充実。それか

ら家族支援とともにインクルージョンの推進ということ

が言われています。児童発達支援ガイドラインの中でも、

発達支援の中でインクルージョンを推進していく、あと

こどもの意見表明、意見形成の支援をしていくというこ

とも明記されていますけれども、私たち障害児支援の側

としますと、これも課長からありましたけれども、障害

児支援の立場からインクルージョンを進めていかなけれ

ばいけないなというところで、障害児支援からも保育の

ほうにインクルージョンを進めていくというところにぜ

ひ連携して、協力していきたいなと思っています。 

最後になりますけれども、障害とか、あるいは困難のあ

るこども、ないこども、その家族を身近な地域でみんな

で支えるという、まさに共生社会の実現というところで

私も協力していきたいと思っていますし、みんなで進め

ていければいいなと思っています。日本の格言で、子は

宝なりとありますけど、みんなで支えてこどもの育ちを

支援していけるといいなと思っております。以上になり

ます。ご清聴ありがとうございました。 
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シンポジスト発表 

 高辻 千恵 

（大妻女子大学家政学部児童学科 准教授） 

 

 
ありがとうございます。ご紹介いただきました大妻女

子大学の高辻と申します。私は普段保育士の養成に関わ

っておりますので、本日はメゾ、あるいはマクロのレベ

ルの話になるかと思いますけれども、保育においてベー

スとして大事にしていること、それを踏まえながら今回

のテーマであるインクルーシブをどう現場の実践の中で

実現していくのか。それを支える保育者の専門性という

ことを中心に、現状と課題を踏まえて今後の取り組みに

ついてお話させていただきたいと思います。 

先程、栗原課長からもありましたけれども、保育にお

いて大事にしていることというのは、保育所保育指針と

いう、保育内容全体について示したものをベースに、と

いうことが基本となっています。幼保連携型認定こども

園においては教育・保育要領、それから幼稚園では教育

要領というものがありまして、先程、古渡先生のほうの

ご発表でも10の姿「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」についてのお話がありましたけれども、こういった

ものをはじめとして、幼児教育として乳幼児期に育んで

いきたいこどもたちの目指す方向であるとか、あるいは

その方法の考え方などは、それぞれの施設において、制

度的には異なりますけれども、共通した考えの下で行わ

れているというかたちになっております。 

指針の中で保育の一番ベースとなる部分、ここに挙げ

たような、一人一人の理解ですとか、発達をしっかり見

通す。あるいはこども相互の関係づくり。そして何より

も遊びを通して、環境を通して、こどもたちはこの時期

学んでいく、相互的に育っていくんだということを大事

にしているのが、日本の保育の根幹をなす考え方かなと

思います。 

日々の保育においては、こどもの理解ということを常

に起点にしながら、先程 PDCA という話もありましたけ

れども、これまでの育ち、あるいはこれからの育ちとい

うことをしっかりと捉えつつ、計画し、そして柔軟に展

開していきながら、またそれを振り返って次に生かして

いくというような、常にこどもをどう理解するか、どう

いうまなざしをもってこどもたちを捉えていくかという

ことを基盤に、保育者たちは保育を行います。その際の

こども理解の視点というところでは、こども自身が何を

思って、あるいは何を願っているのかという内面をどう

捉えていくのか。それから今育ちつつあること、そして

こども一人一人の良さや可能性に目を向けていこう、と

いうことがこども理解において非常に着目すべき点とい

うかたちで共有されているかなと思います。 

もう 1 つ、個々のこどもだけではなく、集団でともに

生活をする場ということに関して。こども同士の関係性

であるとか、それから個と集団というところですね。個

人個人、一人一人を丁寧に見ていくことと同時に、集団、

全体が今どういう状況にあるのか、あるいは一人一人の

こどもと集団が今どういう状況にあるのか。そういった

ところにも視点を持つのが、保育の専門性の中ではとて

も特徴的な部分ではないかなと思います。日常生活を送

る場ということで、日々の当たり前の暮らしの中でこど

もたちの全体像を捉えていく。生活や遊びにおいて、こ

どもたちの身の回りの様々な環境、そこには当然人も含

まれてきます。人もまた大事な学びの環境であるという

ことですね。こうした考え方の下で保育が行われていま
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 す。 

先程の栗原課長のご説明でも引用されていましたけれ

ども、指針の中で、障害のあるお子さんの保育について

は、計画作成のところで述べられています。その中で、

解説のほうも含めて、一人一人のこどもに対応していく

ということと共に、やはり「育ち合い」という言葉。こ

どもたちがともに過ごす意義であるとか、そこでほかの

こどもも含めて育っていくんだ、ということがしっかり

明記されているのは、今後も大事にしていきたいところ

と考えております。指針の解説では、プライバシーの保

護にも留意しつつ、ほかのこどもの保護者に対しても保

育の現場から働きかけていくことで、地域も含めてとも

に育っていく環境をより広く作っていくことにも触れて

います。保育は、そういう役割もまた担っているという

ことも言えるのではないかと考えております。 

ちょっと長くなりますけれども、こちら指針の解説に

示されている、地域や関係機関と保育所がどう連携して

いくのかという部分の抜粋になります。ここで述べられ

ているのは、青字で書いている部分、互いの専門性を生

かしながら、ということですね。保育所はほかの様々な

機関とも連携をしていくことが当然求められるのですが、

その際、各々が持っている専門性を現場の関係者がそれ

ぞれに生かしていく。そのために、定期的または必要に

応じて話し合う機会、対話というものが 1 つの核になっ

てくるんじゃないかなということです。こうしたことが

指針の解説の中で述べられていて、その上で既存の様々

な仕組み、訪問支援ですとか巡回指導などを通じて、地

域の児童発達支援センターをはじめとする様々な関係機

関と保育所が連携をしていくということについて示され

ています。 

こうした連携がキーワードになってくる、あるいは組

織の中においても、同じ職員同士の間でも、1 人のこど

もをともに見守っていくというところでは、職員の連携

も含まれてきますけれども、その際、仕組みや体制が人

的な配置も含めしっかり整えられること。当然そこがま

ずベースにはありますけれども、そうした仕組みが生き

ていくためには、現場の実践の中でそれらに携わる人た

ち同士の関係性であるとか理解の共有といったことが、

具体的に必要になってくるのではないかなと思います。

さらにその上で課題となってくるのが、どうしても保育

というのは、明示的に今日これをやって、そうするとこ

ういう効果が出ますよ、とか、1 対 1 で、あるいは即時

的に何か効果が見えてくるような援助だけではなくて、

遊びや生活の中で総合的に、環境を通して、というよう

に、もう少し暗黙的に、日頃の先生たちの態度であると

か、こどもに向けるまなざしであるとか、保育の様々な

室内外の環境といったような、部分も、非常に大きな要

素として入ってくるということがあると思います。 

よく言われるのが、保育のねらいや援助は外から見る

とどうしても見えにくい部分がある。また現場の先生た

ちも、その都度いろいろなこどもたちに、その場で即時

的に対応していくところでは、直感的に、専門性を踏ま

えた判断が発揮されているんですけれども、なかなか言

語化しづらい、それは意識化しづらい部分もあるんじゃ

ないかなと思います。また非常に平易な「遊び」という

言葉を使ったりしていますけれども、実はその遊びとか

環境という言葉の中に、それぞれの専門性が持っている

背景としての、もう少しいろいろな意味が含まれていた

りして、難しい専門用語であれば連携の中でお互い理解

しようとすると思うんですけれども、実はそういった平

易な言葉の中にこそ専門性が背景としてあったりもしま

す。そういったところを理解していくためには、専門性

に基づく援助をより可視化していくことであるとか、関

係者間でしっかり丁寧に対話を重ねていくことが非常に

重要になってくるのかなと思います。 

これはある保育園の先生から、5 歳児のこどもの育ち

合いについてお話された言葉を持ってきました。時間の

関係もございますので全部は読み上げませんけれども、

下線部を引いたところなどを読んでいただくと、「なん

となく」、とか、「頃合いを見たところで」、とか、あ

るいは、「塩梅を見つけて」、といった言葉があります。

これは障害のあるお子さんについてのエピソードだった

んですけれども、日々の積み重ねの中でこどもたちが育

ち合って、こどもたちが、当該のお子さんとともに関係

性の中でやり取りをして、そして譲り合いのようなこと

がこどもたちの間で見られている、というような話です

ね。大人がああだから、こうだから、と説明するよりも、

自分の身に感じながら、こどもが実感として、長く一緒
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 にいながら体験の中から自分たちで学んでいく。5 歳児

ですので、もちろんこれまでの数年の間にこどもたちに

対して先生たちの援助もたくさんあったと思うんですけ

れども、この時期になってくるとそうした積み重ねの中

で、先生は一歩引いたかたちで、こどもたちの育ちを信

じて、こどもたち同士のやり取りの中で育っていくとい

うところを見守っている。こうしたことも保育において

は非常によく見られるこどもの学びの姿と言えるかと思

います。 

そうすると、そういった保育を担う保育者の専門性が

大事になってくるわけですけれども、現在の保育士の養

成課程の中で、障害のあるこどもの保育については、保

育の内容や方法に関する分野の中に障害児保育という科

目がございます。こちらは演習の 2 単位ということで、

大体通年で設けられている科目になりますけれども、こ

の中で基本的な概念ですとか、それから個別の障害ごと

の特性ですとか、そういったベースの部分を学びつつ、

具体的な援助の内容も幅広く取り上げています。もちろ

んほかの科目においても、障害のあるこどもの保育につ

いて取り上げており、こうした要素が含まれています。 

それから、現職の先生の専門性に関しては、キャリア

ップ研修というものがございます。こちらは、その研修

のガイドラインに設けられている科目です。この中にも

障害児保育が位置づけられておりまして、ここでも基本

的な大事にしたい概念と、それから障害の特性と、それ

を踏まえてどのように援助していくか。こうしたプログ

ラムが組まれています。先程申し上げたように、こうし

た養成課程やキャリアアップ研修の中で、専門性を身に

つけていくわけですけれども、大事になってくるのはこ

うした概念とか知識として理解したことをどう実際の現

場での実践に反映していくのか。理論と実践を具体的に

結び付けるところが大きな課題になってくるのではない

かと思います。 

先程申し上げたように、どうしても保育の実践には援

助のねらいとか、あるいはその効果が見えにくい部分が

多分に含まれている。それがある意味、保育所保育の特

徴でもあるわけですけれども、だからこそ先程の調査報

告の中でもありましたように、素晴らしい好事例がたく

さんあるということで、そうした事例を元に保育者や関

係者が学び合っていく、具体例を通じてその理念をしっ

かり理解していく。そういう学びのプロセスが、こうし

た研修であるとか、養成課程の段階でもこれからさらに

重要になってくるのではないかなと思います。インクル

ーシブという理念を具体の実践にどう生かしていくのか

という意味では、そうした好事例をしっかり共有しつつ、

それを深めていくような学びのかたちが求められるので

はないかなと思います。 

もう 1 つ、現場でニーズにしっかり気がついて適切な

支援につないでいくということについてです。障害に限

らず、今の保育の現場では多様な支援ニーズを抱えたこ

どもや家庭が増えているということで、保育者も大変な

状況にあるということですけれども、それを支えるため

には個々の専門性とともに、組織のマネージメントであ

るとか、関係機関と有効な連携をしっかり進めていくと

いうことが欠かせない、と言えるかと思います。 

今後に向けて、というところで、繰り返しになりますけ

れども、こうした連携を、「箱」というか、しっかり仕

組みを整えた上で、それが本当にこどもにとって実際の

温かい居場所、そして温かい心地の良いつながりを生み

出していくものとするためには、その理念が本当に実現

される、実践に反映されることが非常に大事になってく

ると思います。そのためには理論と実践を結ぶ関係者間

での学び合いの中で、事例をベースとしながら理解を共

有していく。そういう循環的なプロセスが欠かせないと

考えております。時間となりましたので私の発表は以上

とさせていただきます。どうもありがとうございました。 
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シンポジスト発表 

 松井 剛太 
（香川大学教育学部 准教授） 

 

 

 
ご紹介いただきました香川大学の松井と申します。今

回インクルーシブ保育の質を問うということでタイトル

を持ってきました。と申しますのが、政策とか制度の話

になりますと、割と量の話が先行しがちで、質の話って

後に回されがちなところがあるかなと思っています。た

だ最初に北川先生がおっしゃったように、そもそも保育

というのがインクルーシブという理念を含んでいるとい

うことを考えると、質の話をするのも別に遅くはなくて、

十分今までの保育実践を元に、インクルーシブ保育の今

後の質を問うという議論もできるんじゃないかなと思っ

ています。そういったところから少し話題提供させてい

ただきたいなと思います。 

そういった観点からすると、今回の調査研究において、

インクルーシブ保育の定義としてこういったかたちが出

たんですが、ここで何が重要になるのかなというと、一

緒に過ごし、育ち合うということをどう捉えるのか、と

いうことではないかなと思います。つまり、保育の形態

ということで、全てのこどもが一緒に過ごし、育ち合う

環境を作る保育の形態ということに異論はないのですけ

れども、これって必要条件ではあるけど、十分条件では

ないんじゃないかな、と思ったわけです。質ということ

を問うたときには、一緒に過ごし育ち合うというところ

の解釈の部分、ここをしっかり考えていくことが重要で、

言葉は悪いですけど、いろいろなお子さんがいて、一緒

にいるだけで、一緒に過ごし育ち合っていますよ、と言

えなくもないというところもあるので、実際そこの中で

どんな関わり合いがあって、どんな保育を一緒に受けて

いて、その中でどういうふうに育ち合っているのかとい

うそこの中身を問うことが重要になってくるのではない

かと思っています。 

先程、古渡先生がお話いただいたんですけれども、い

ろいろな現場に行かせていただくのですが、すごく保育

をインクルーシブにされているな、と思う現場の先生ほ

ど、わざわざインクルーシブ保育をやっていますと言わ

ないというのがあって、大概そういうところの先生がお

っしゃるのは、本当にいろいろな子がいて、本当に個性

がいっぱいなんですよ。大変なこともあるけど、とても

面白いです。みたいな感じなんです。だからわざわざイ

ンクルーシブというのを声高には言わないというところ

があるので、恐らくそういった現場は、一緒に過ごし育

ち合うというところをすごく考えられていると思います。 

これは完全に私見なんですけれども、一方でインクル

ーシブ保育をやっているんですよ、とおっしゃる現場ほ

ど、うーん、と思うところがあったりして。例えばその

言葉の端々にちょっと能力主義っぽい言葉が出てくるな、

というのを感じたりとか、例えば、うちのこどもたち、

グレーゾーンのこどもたちもいっぱいいるんですけれど

も、みたいな話が聞かれたりとか。そもそもグレーゾー

ンって、定型発達の子が白、障害のあるお子さんが黒、

その間だからグレーっていう意味でカテゴリーに分けて

いるという話になるんですけれども、そもそもそういう

見方をしないということがインクルーシブという話だよ

な、と思ったりします。あるいは、そのこどもなりの発

達があって、とおっしゃるところがあります。これも話

の文脈の中でどう捉えるかというところはあるんですけ

れども、なんとなく定型発達のお子さんはここまで発達
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 するけど、そこには及ばないけどその子なりの発達があ

るんです、という文脈で言われちゃうと、うーん、と思

います。そもそもそこの物差しを変えていくのがインク

ルーシブなんじゃないかなと思うんですけど、そのこど

もなり、というのが低く見積もられているみたいな文脈

で言われると、ちょっとなんか能力主義が残っているの

かな？みたいなことを思ったりします。 

あるいはインクルーシブ保育をやっていますというの

を、環境の工夫をやっていますということでインクルー

シブ保育をやっていますとおっしゃる現場もあったりす

るんですけど、例えばカームダウンのスペースを用意し

ていて、自分の気持ちを整えづらいお子さんのためにそ

ういった場を用意していますというところがあって、た

だそれはあくまで場所を用意しているだけであって、そ

こをどう使うのかというところがインクルーシブかどう

かを問われる場面だと思うんです。そのカームダウンの

スペースが、そのお子さんにとって落ち着かなくて、集

団からちょっと離れる。そこで気持ちが落ち着くという

ときがあると。だけどそれって全体の場で、ちょっと場

違いなことをしてしまうお子さんを連れて行く場所、常

にそういった場所として使われてしまうと、それはただ

単に全体に適応できない子をいったん連れて行く場所と

いう話になっちゃうので、その子にとってはもしかした

ら嫌な場所かもしれないですよね。連れていかれて、先

生に見られてしまう、みたいな。 

そうなると、そこの場所があるのは別に悪いことでは

ないんですけど、その場所をどう使っているのかという

ところが問われるんじゃないかと思います。別のその子

以外のこどもも使えばいいし、気持ちが整わない場面以

外の場所でも使えばいいし、なんなら先生も、イライラ

するってなったら使ってもいいし、そういう感じでその

場所をどう使うかというところまで考えていくと、より

インクルーシブの内容を問うということになるんじゃな

いかと思います。インクルーシブ保育をやっているかど

うかという話ではなくて、現在の保育の中でもインクル

ーシブに向かう要素というのはたくさんあって、その中

身を問うということが重要になってくるんじゃないかと

思っています。 

実際これはこども家庭庁で今年度行われている調査研

究の中でも、インクルーシブ保育というところがあるん

ですけれども、インクルーシブに向かう保育と捉えたほ

うがいいんじゃないかなと個人的には思っています。つ

まり保育というのはそもそもインクルーシブな要素にあ

ふれているもので、それがインクルーシブに向かうか、

そうじゃない方向に向かうかというのは、それぞれの園

で、その場においても、その年においても結構流動的に

変わっていく。だけどインクルーシブに向かうという観

点を忘れずに、そういった観点をちょっとずつ押さえな

がら、徐々にインクルーシブに向かっていくという方向

に進めば、それはインクルーシブ保育になっていくんじ

ゃないかなと思っています。 

こういった議論って保育の質に関連づけて考えられる

んじゃないかなと思います。インクルーシブ保育に限ら

ず、保育の質ということも近年問われているんですけれ

ども、これが OECD が出している図になっていて、こう

いったかたちでいわゆる入れ子構造という中で、それぞ

れが影響し合いながら、保育の質がどうなのかが問われ

ている、というところです。今回 FLEC フォーラムのと

いう性質もありますし、調査研究ということでも、割と

大きい話が多かったかなと思います。それはこの図で言

うと方向性の質というところで、国とか政府が政策に示

す方向性の質というところがあります。あるいは構造の

質で、国の制度とか法律というのがどうあるのか、とい

うのがあるかなと思います。私が申し上げているのはそ

の中身ということになるので、より下の部分、もっとミ

クロな部分で教育の理念と実践とか実施運営とか、最後

はお子さんに返っていくというところが重要になってき

て、そこも同時に議論できれば、個人的にはいいなと思

って今回話題提供をさせていただいたことになります。 

この中で理念というところが、3 番目に来ております。

今後のインクルーシブ保育の中身、質を問うていく中で、

考えたい枠組み、理念というところで今からお話しよう

かなと思います。1 つが人権モデルをどう考えるかとい

うことです。先程、米山先生のお話や光真坊先生のお話

にも人権モデルということが出てきました。今障害学の

分野でも人権モデルということが議論されていて、ただ

まだ今のところはっきりした定義や解釈が出ていないの

が現状になっています。 
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 この人権モデルはすごく重要かなと思っていて、今ま

では医学モデルと社会モデルということで、対で考えら

れてきた部分があって、要は個人に障害があると捉える

医学モデルと、そうではなく社会のほう、環境のほうに

障害があるんだと捉える社会モデルがあると。今は基本

的に社会モデルのほうで、環境をどう変えるか、ベース

の環境を変えることでその方の障害、生きづらさを除い

ていこうというのが基本的な考え方になっています。そ

こから人権モデルという話になるんですけれども、解釈

の 1 つとしてこういうものがありまして、社会モデルと

いうのは社会のどこに障害を生み出す環境があるのかを

発見する装置として機能するんだ、という見方。これは

割と馴染みがあるかなと思います。では人権モデルは何

なのかということですけれども、社会モデルを補完する

位置づけというのが 1 つの解釈としてありまして、人権

モデルというのは社会モデルによって発見された障壁を

どのように除去したらその方の尊厳が保たれるのか？と

いうその方針や方向性を検討するものだ、という捉え方

が出されています。 

この具体例が適切かどうか分からないのですが、一応

言ってみます。例えばこういった工夫、これは車いすの

方が段差があって、そこを進みづらい。要はその環境に

障害があるわけですよね。そのためにスロープをつけま

した。それは環境を改善することで、その方の進みづら

さ、生きづらさを改善しますという部分があるというこ

とです。もちろんこれは正しいことだと思いますし、そ

れによって障害を感じずに生活できるという側面はある

と思います。だけどもしかしたら一人一人を見ていった

ときどうなのかと考えると、車いすに乗られている方も

様々じゃないですか。となったら、もしかしたらこれを

つけられたことによってある人は、ここまで気を使われ

ると自分が情けなくなる、と思う方ももしかしたらいら

っしゃるかもしれない。 

そう考えたら、もしかしたらこの環境の改善はその方

の尊厳を考えると、適切なやり方ではなかったのかもし

れない、と言えるかもしれません。つまり社会モデルと

いうのを一概に捉えて進めると、もしかしたらそこに合

わない方もいらっしゃるかもしれないという、その「か

もしれない」ということを考えるのがすごく重要で、そ

れを考えることは、要は一人一人をしっかり見ましょう

ということになっていく。ひいてはその方の人権を大切

にするということになっていくんじゃないか、というこ

とです。ここの議論は今後もっと実践に照らして必要に

なってくるかなと思うんですけれども、1 つの論点とし

て、人権モデルを今後どう考えるのかというのが 1 つあ

るかなと思っています。 

保育のほうでは、A child rights-based approachとい

うので、一人一人のこどもというのはそもそも理念とし

て持っていた部分もあるので、この A childというので進

められているところがあります。実際保育のほうでも、

一人一人の権利だとか、主体性だとか、あとは自己決定

だとか、そういうところを大事にしながら進めていると

ころがあって、そこは声、意見ではなくてその子の見て

いる風景みたいなところで捉えていく、というのが基本

はあるかなと思います。 

そういった中では大人の側、人的環境として大人の側

に求められるまなざしとして、ここで言う共感的、ケア

リング的なまなざしみたいなところで、目の前のこども

自身が何を願って、何にもがいて、何を超えようとして

いるのか、というので先生の側が関心を向け続けようと

するというところがあります。そこの関心を向け続ける

という時間軸を長く捉えて考えていくというところが重

要になってくるのかなと思います。 

最後なんですけれども、インクルージョンの向かう先

って何なのかというところで、これはカナダのブリティ

ッシュコロンビア州で用いられている図になります。左

のほうから右に行くにつれてインクルージョンになって

いくという図なんですけれども、お集まりの先生方には

もう言うまでもないというところですけれども、インク

ルージョンのところは右から 3 番目になっています。そ

の右がダイバーシティというところで、いわゆるマイノ

リティの方も関係なく、みんな違う色だよね、というと

ころで、それを 1 つの丸の中で一緒にいるということで

インクルージョン、ダイバーシティということです。そ

の先があるんですよね。これをどう捉えるかということ

なんですけれども、これは一人一人の中にもいろいろな

色がありますという話なんです。 

つまり、例えば医療的ケアの必要なお子さんがいらっし
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 ゃいます。保育の中に入ります。医療的ケアの必要なお

子さんも、ケアが必要な側面もあれば、そうじゃない側

面も当然ある。それは全てのお子さんに言えることで、

いつもいい子でいられるわけでもないじゃないですか。

いい側面もあれば、なんか落ち着かないという側面もあ

って、といういろいろな側面がその子の中にあるという

ことです。だけど割と人って、そういうふうにいろいろ

なところあるよな、と理解していても、なんとなくその

子の悪いところに目が行きがちで、この子って結局こう

だからね、みたいな感じで、割と簡単に済ませがちなと

ころがあるので、そうじゃなくて、全てのお子さんがい

ろいろな色があって、このお子さんはこういう側面もあ

るし、こういう側面もあるな、ということで、まあまあ

こういう子だよね、みたいなところで穏やかに受け入れ

ていくというところが、今後のインクルージョンの向か

う先としてあるのかな、というところで、論点を出して

私の話はおしまいにしたいと思います。ご清聴ありがと

うございました。 
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ディスカッション 

 コーディネーター：柏女 霊峰 

 助言者：栗原 正明 
 

 

最後のディスカッションの時間ですけれども、30 分と

いうかたちで終わりまでの時間ということになりますの

で、内容はかなり限られてしまうかなと思いました。そ

こで、私のほうから独断と偏見で大きく 2 つの論点を提

示させていただきました。ご発題の中には、あるいは調

査研究の中にはたくさんの論点、これから検討すべき論

点がありますが、ここでは大きく 2 つに限定させていた

だければと思います。 

1 つ目は、この調査研究自体がミクロレベルの課題、

メゾレベルの課題、そしてマクロレベルの課題と捉えて

いたこともありますので、1 つについてはミクロレベル

の課題、あるいはメゾレベルの課題を中心にご意見を頂

戴できればと思います。そして 2 つ目の、いわば制度、

これからどういうふうに向かっていったらいいのかとい

う、先程の松井さんのお話では一番大きな円のところに

あったものになりますけれども、それについてお話を伺

いたいと思っております。そして最後に皆様方から今後

に向けてのご意見、決意表明などなどを頂戴できればと

思っております。必要に応じて北川さん、光真坊さんに

もご参加いただこうと思っております。 

それではそのようなかたちで進めていきますが、まず

論点の 1 ですけれども、保育の現場でのインクルーシブ

保育の主役はこどもだということ。これはもうシンポジ

ストのご発題の中にも出てきました。そのこども同士が

どのように手をつなぎ、そしてともに育つことができる

か。そのためには保育者や他の専門職がチームを組んで、

どんな支援を行い、あるいは園全体としてどのような環

境を作り出していくことが必要なんだろうか。それぞれ

のご発題の方の中にそれらは少しずつ含まれておりまし

たけれども、改めてシンポジストの 4 人の方にこの点に

ついてご意見を簡潔にお伺いできればと思います。1、2

分ぐらいでそれぞれお願いをできればと思いますが、ご

発題の順で、古渡さんのほうからお願いしてもよろしい

でしょうか？ 

 

古渡：まず保育者がこどもたちの共通理解を必ずしてい

かなくてはいけないということなんだろうなと思ってい

ます。児童発達支援の専門性、保育の専門性をお互いが

納得できるチームづくりが一番大事になってきたような

気がします。あと園全体としての環境を作るということ

もそうなんですけれども、私はやっぱり居心地のいい保

育をしたいなと。居心地のいい場、それは全ての子にと

ってもそうですし、働く人にとってもそうですし、利用

する人みんなが居心地がいいというスタイルが、本当に

みんなが落ち着ける環境になっていくのではないのかな

と思っています。 

 

柏女：ありがとうございます。米山さん、お願いします。 

 

米山：障害児支援というと、専門的な支援というところ

が求められて、それが保育園の中でどう活用されるかと

いう部分では、今、古渡さんからもありましたけれども、

保育士自身も学ぶことですし、それを地域で連携しなが

ら、例えば児童発達支援センターからとか専門家からの

アドバイスだとかをもらう。それも学びだと思います。

その中でも、そこが地域連携ってとても大事だなと思い

ますが、ただ一方で、先程から言われているような、健

診も医療的ケアもそうですが、医療的ケアはまた別です
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 けど、悪い意味での医学モデル、リハビリテーション療

育と言いますか、そういったものが中心ということが、

日本だとそういうきらいがあって、そうではなくて、こ

どもの育ち、生活というのがまずベースにあって、その

上にリハビリ的な観点を工夫する、提供するのが大事だ

という、そういったところはまさに社会モデルの中でこ

どもをどう育てるかという、その方向性はみんな共通だ

と思うので、そういった障害児支援の専門性というのを

上手い具合に保育のほうに入れていけるような仕組みが、

出てきつつあると思うんですけれども、そこをぜひ推進

していただきたいと思います。以上です。 

 

柏女：ありがとうございます。続きまして高辻さん、お

願いいたします。 

 

高辻：今までのお話の中で共通しているなと思うんです

けれども、こどもを見るまなざしをどう持っていくかと

いうのがすごく大事かなと、お話をいろいろ伺っていて

思ったところです。保育の中で振り返りとか省察という

のは長年大事にされてきた伝統がありますが、そうした

際、先程松井先生のお話にもありましたけれども、1 人

のお子さんを見ていくときに、その子のできないところ

とか何か困っているところ、それを丁寧に読み解いて、

どうすればその子にとっていいのかな、というのはもち

ろん大事なのですが、それだけではなくて、せっかく保

育の場を生かしていくとなると、その子にとって何が楽

しいのかなとか、あるいはほかの子たちがその子と一緒

にいることでどんなことが楽しいのかなという、そうい

う育ちとか楽しんでいる様子をお互い喜び合うような、

そういう文化の中で保育が営まれる。振り返りなどの場

を通じて、そういった育ちを喜び合うような、そういう

やり取りがベースにあるということが大事ではないかな

と考えたところです。 

 

柏女：ありがとうございます。最後のシンポジストの松

井さんのインクルーシブ保育のあり方について、結構感

動して伺っていたんですけれども、少し敷衍してでも結

構ですので、お話いただければと思います。 

 

松井：私は遊びが重要だと思っていまして、遊びの意義

を強調してもしすぎることはないなと思います。インク

ルーシブ保育となってきた場合、割とよくテーマになる

のは生活面の課題で、例えばお片付けがどうとか、活動

の切り替えがどうとか、こういうルールになかなか添え

ないという話が割とあって、それに対してどう対処する

か、みたいな話が、いまだにと言ってはあれですけど、

現場のほうで話題に上りやすいというところがあります。

それを横に置いておいて、どれだけ遊びで楽しくみんな

で一緒にいられたかというところを考えていくとすると、

遊びを通すとこども同士ポジティブに関心を向け合うと

いうところがありますし、その中でネガティブなところ

が見えても、でも一緒に楽しかったしな、というところ

で、割と見方が変わるところがあるかなと思いますので、

遊びの充実という原点に戻るようですけれども、そこを

もっと強調していいのかなと思っています。 

 

柏女：ありがとうございます。高辻さんに、勝手に差し

て申し訳ないんですけれども、先程ある保育者の語りか

らというのがあって、そこの中で、頃合いを見たとか、

なんとなくとか、塩梅を見つけたという表現があって、

私も自分が関わっている保育園でケースカンファレンス

なんかをやると、そういう言葉が結構出てきているんで

すよね。そういう場合にそれらを、なかなか難しいとい

うことはおっしゃってたんですけども、どう可視化して

いったらいいのかというのが、制度化を図っていく上で

は大事なことなのかなと思うんですけれども、その辺の

示唆は何かございますでしょうか？ 

 

高辻：非常に難しいところだとは思うんですけれども、

そうした保育者の微細な、こどもたちのちょっとした変

化だったり育ちを読み取る部分は、チェックリストや、

スケールだけでは捉えきれないところもあると思います。

そういったもので客観的に見ていくのも 1 つ大事だとは

思うんですけれども、丁寧に振り返って、お互い気づき

を出し合う中で理解が広がっていったり深まったりする

こともすごく大事だと思うので、そういった意味で保育

者や関係者が丁寧に実践を互いに振り返る機会が保育現

場に保障されるということ。それからそこをしっかり深
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 めていくような、そういう文化だったり、あるいはそこ

をしっかり支えるようなより専門性の高い人材がいるこ

とが非常に大事ではないかなと思っています。 

 

柏女：ありがとうございます。いずれにしてもこの部分

については、質とか場で何が起こっているのかとか、そ

ういうものを包括的に捉えられるような研究手法とかツ

ールとか、それが必要なんじゃないかなと思っているの

ですが、何かいただけますか？ 

 

松井：保育の研究で、教示的無関心という概念があって、

あえて教えないというところが、人類学からもともと来

ているんですけど、そんな研究も出てきていて、いわゆ

る見守るアプローチではないですけど、日本らしい保育

としてそんなものも言われていたりするので、先生方が

専門性として、どういったタイミングであえて教えない

ということを選択しているのかとか、あえて見守るとい

うことをするかというのを分析するのも、今後進められ

ていくところなのかなと思いました。 

 

柏女：そういう研究も進められていると。 

 

松井：はい。保育の分野では進んでいます。 

 

柏女：ありがとうございます。今後にもぜひ期待してい

きたいなと思います。ありがとうございました。ミクロ

レベル、メゾレベルではまだまだこれから、現場を中心

に、あるいは研究者を中心に活動が展開していくのでは

ないかと思います。2 つ目のテーマとして、今度は制度

化に向けてと言いましょうか、先程インクルーシブにつ

いての法制度化が必要なんじゃないかというご意見もあ

りましたけれども、このインクルーシブ保育を現場で成

り立たせるためには、制度としてどのような仕組みが必

要とされるのか。特に現在は分離されている保育の現場

と児童発達支援の場をどのように一体化させていけばい

いのか。あるいはそれぞれ今後どういう方向に向かって

いくのか、そのためには何が必要なのか。こうした点に

ついてご意見を頂戴したいと思います。ここでは 4 人の

シンポジストのほか、栗原課長、それから北川さん、光

真坊さんのほうから、調査結果や課題提起の中で一種ご

提言もいただいておりますけれども、改めてご意見頂戴

できればと思っております。それではまた一巡をさせて

いただきたいのですが、今度は松井さんのほうからいい

ですかね。 

 

松井：とても難しい話だろうなと思うんですけれども、

例えば今回の場合だと、保育とか障害というところで分

かれていますが、例えば保健とか医療とかっていうのも

含むと、全部こどもには関わっていると思うので、難し

いと思うんですけれども、養成の段階から保健とか医療

とか障害とか保育とかっていう、今までの枠組みを取っ

払って、こどもという共通項でもって、そこの枝分かれ

として保育とか保健とか医療とかっていうのがあるとい

う枠組みの設定をするとか、そういったところで、まず

こどもを中心に置いて考えていくというところを、大学

にいる立場からするとそういった養成の段階から枠組み

も考えられるといいんじゃないかなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏女：ありがとうございます。では高辻先生、お願いし

ます。 

 

高辻：私も松井先生のおっしゃるように、養成の段階や、

研修の場で、様々な人材がお互いの持っている専門性を

知る機会をもち、認め合う、尊重するような関係を作っ

ていくのは重要ではないかと思いました。その互いを理

解する部分というのが実際には難しくて、専門の方が現

場に来てくれて色々教えてもらったけれども、さてどう

しよう？みたいな。帰ったあとに自分たちの実践にどう

やったらそれが上手く生かせるんだろうかというところ

を自分たちで考えなくてはいけなくて、途方に暮れると
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 いうこともあると思うので、関係者が互いに学び合って

いくようなやり方も必要かなと思います。 

あと、そういうことを支える上では、個々の現場や専

門職だけでは動けない部分もあるので、先程の課長から

のご説明にもあった、地域で、面で見ていくとか、そう

いったネットワークをどうコーディネートするかとか、

あるいは組織の中でも一人一人の先生の学びをどうマネ

ージメントするのかというところで、管理職などに非常

に重要な役割が出てくるんじゃないかなと思います。 

 

柏女：では米山さん、お願いいたします。 

 

米山：障害児支援のこれからという中で言うと、栗原課

長からも示されていましたけれども、私のポンチ絵でも

ありました、児童発達支援センターがその地域でより中

核になって保育園と連携するということもありますが、

そこで学び合うこと、多様性の時代で個別で支援が必要

で、何が必要かというのが違うというところで、そこは

連携した中で学ぶ、情報交換をする、共有する。そうい

ったところはとても大事だなと思います。 

さっき言い忘れたのですけれども、医療のことで言う

と、これは当たり前ですが、アナフィラキシーショック

でエピペンを使うというのは、もう10年以上前になりま

すかね、小学生がエピペンを持っていながら注射できな

くて死亡したということから、注射をするというのは医

行為ですけれども、そこは医行為として、ということで

はなくて、こどもを守るために注射してくださいという

ことで皆さん研修をして、それで皆さん打てるようにな

って、ということで命を守れるというところ。これは研

修をしてできるようになったということで、今年間10数

人はアナフィラキシーで亡くなっているわけですが、そ

ういうところを防げる。それは AEDもそうですけれども、

そういったところで学べばいろいろなことはできるなと

いうところで、そういうのをしっかり学び合う。それは

地域連携も大事ですし、もう 1 つが、調査報告にもあっ

たかもしれませんが、母子保健との連携というのは、い

ろいろな健診との話で、医学モデル的なかたちを作らな

いかという中で、母子保健との連携もとても大事だなと

思います。 

柏女：ありがとうございます。古渡さん、現場の立場か

ら工夫しながらやっている実践を制度化するにあたって

何が必要なのかということについて、あるいはどう制度

化してほしいのかということについて、お隣に栗原さん

もいらっしゃいますので、どうぞ思いの丈をぶつけてい

ただければと思います。よろしくお願いします。 

 

古渡：大きく分けて、まず私、地方なものですからかな

りこどもの人口の問題はあります。地方って人口減少と

少子化というテーマの中で、障害を持ったお子さん無い

お子さんとか全ての子どもたちに対応することを前提に

考えたとき、そして今、米山先生や皆さんからあるよう

に、その地域の特性を踏まえ障害を持つお子さん、特性

を持ったお子さん無いお子さんがその地域で豊かに育つ

仕組みって何？という大きなテーマって多分あるような

気がするんです。 

それはある意味で、地方の今の人口減少とかを、持続

可能な小さな町として維持し続けるための本当の仕組み

ってこども政策じゃないかって思っているんです。そう

なったときに、先生たちからあるように、小さなマンパ

ワーの集合体と言ったほうがいいですかね、大きなマン

パワーも必要なんですけれども、それが市町村のレベル

で確実にできるようになってほしいな、というのが 1 つ

あります。それはある意味では、言葉としてはインクル

ーシブなのか保育保障なのかよく分からないんですけれ

ど、よく言われている地域全体の共同養育という発想が、

障害を持ったお子さんに対しても、また障害のないお子

さんに対しても、お父さんお母さん、地域全体でケアで

きるもう 1 つのシステムになるんじゃないかなと考えて

います。 

ですから、そういう意味では今まで分断してきたもの

をどういうふうに 1 つずつかたちにできるかというのが

大事になってくるのではないか。もちろん国のほうも一

生懸命頑張られていると思うんですけれども、逆に今回

私が提示した、例えば新しいまゆみの図面を見ても皆さ

ん分かるように、今までだとクラスが年長さんのクラス、

年中さんって全部別れていたわけです。それを保育の多

様性のためにぶち抜いちゃったというのが本当の話で、

そこで乳児も幼児も子育て支援も、また児童発達支援に
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 来ているみんなも自由に使ってみようよ、という考え方

って今までなかったものですから、そういうかたちでや

ってみたというのが今回の実践でした。そういう意味で

は、これからの地域とかこれからこどもたち、みんなそ

うなんですけれど、そこをみんなで包括的に何とかでき

る仕組みがほしいんじゃないかなと思っています。 

 

柏女：ありがとうございます。今、古渡さんから、分離

から統合へ、そして包括へ、というようなお話がありま

したけれども、これまでのお話を聞いていただいて、栗

原課長さんのほうからアドバイス、ご意見をお願いでき

ればと思います。 

 

栗原：実はこういう場に立つと私、いつもはパパッと思

い浮かんで話せるんですけれども、今日は皆さんいろい

ろな角度からお話をされて、すごく学びも多かったので、

さてこれをどうアンサーというか、次につなげるために

コメントしようかなって、すごく悩みました。それで私

自身もまだまとまらないのですが、まずインクルージョ

ンの理念が、まさに松井先生の最後のほうに入っていた

図が、私もそういう話をしたときに出てしまうときもあ

るんですけど、これをすっかり忘れていてというか、あ

るべきところがこどもはあって、そこに向けて、みたい

な発言をしてしまうこともあるなって、今反省も込めて

思ったのですが、こどもってみんな多様なんですよね。

1 人の中にもいろいろな状況があって、ある意味障害か

どうかというのは、何か特別な制度に当てるための区切

りでしかなくて、本来の現場というのは全部混じってい

てもいいんだと。制度がそれぞれあるというのは、それ

ぞれの子に対して何か特別なことをするために区切りを

つけているだけであるので、そこを頑張る必要は全然な

いと思っています。 

なので、多様性への対応というところの理念を 1 つみ

んなで持った上で、ただ障害特性ということで、ある程

度この特性にはこういう環境調整とかこういう対応が有

効というか、本人がウェルビーイングになれるんだよと

いうところをどう担保するかというテクニックというか、

いろいろな支援の技術について現場がどう学んで、実践

し、こどもたちに届けていくかというところが重要だと

思っています。 

究極的なインクルージョンは、それはまたこれを私の

立場で発言すると問題なので、ここは手前で止めますけ

ど、1 つの場。それは保育なのか障害児支援なのかとは

言いませんけれども、1 つの場でこどもがみんなで育っ

ていくという環境を整えるのが目指すところだと思って

います。 

今、保育と障害児支援が分かれていて、片方あるいは

両方に通っているけど、双方が連携できていないなど、

全体としてこどもまんなかになっていない中でどうする

かというところで、私が 1 つ、今自分の立場でできるこ

とは、保育の中で特性、多様性に単なる人の数で対応す

るのではなくて、特性、多様性に対するアプローチのス

ペシャルなスキルを持った人。これが果たして OT、PT、

ST、心理で足りているのか、手に職系の専門職なのか、

それとも経験値に裏打ちされたものなのか、というのは

またこれは考えなければいけないのですけれども、そこ

を充実させていくことが必要だと思っていますし、今制

度が分かれているところの中で、障害児支援のほうでそ

このスペシャリストは多いと思いますので、そこからの

アウトリーチをどう受けるかというところをしっかりや

っていかなければいけない。 

さらには先程申し上げたように、どちらも、多様性に

対応するためのスキルを上げていかなきゃいけないので

すが、ここはまさに障害児支援のほうで現在人材育成の

仕組みを作っていますが、保育のほうでも障害児の人材

育成のスキームがある中で、これをどう連携、融合させ

ていくか。下手すると別々に仕組みを作ってしまって、

お互いの関連性や連携もないまま進めてしまうなんてこ

とが起きかねないので、ここは必ず連携させたいと思っ

ていますので、それが緩んでいたら皆さんからもご指摘

いただければと思います。 

そして、今直近では、松井先生からもご紹介のあった

調査研究を進める中では、インクルージョンって答えが

あるわけではなくて、そこに向けてみんなで考えて向か

っていくことが大切で、さっきの絵の中にあったように、

理念と環境と体制と、あと専門性の内容と、あと家族と

地域だったと思いますけれども、捉えるべき角度からそ

れぞれ自分のところで、インクルーシブって何だろう
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 な？ってみんなで振り返りながら、学び合って、それぞ

れの園がインクルーシブに向かっていくことを、その取

組をしてもらうためのワークシートみたいなものを、今、

松井先生に入っていただいている検討会の議論も踏まえ

て開発しています。これは来年度から現場に流していき

たいと考えていますが、このワークシートは園だけでは

なくて、自治体がすごく重要なので、自治体、地域の中

でどういうふうにそれを組み立てていくかというところ

にも使えるものも合わせて出したいと思っています。ま

ずはそこから始めてていただいて、療育と保育の役割や

機能、資源の状況は地域ごとに違うので、その向かう先

も様々かと思います。それが見えてきた中で根幹の制度

をどうするかというのは、さっき申し上げたように、障

害福祉の改定が 3 年ごとに来る。それから、障害もこど

もも、大体法改正すると 5 年後に法改正の話がまた来る

というサイクルがありますので、その時期をを上手く捉

えながらやっていきたいと思っています。 

実はこういうことを言っていると、障害福祉の報酬改

定って、令和 9 年度なので令和 8 年度当初の内容を仕込

み始めるので、そうすると令和 7 年度、来年度が結構正

念場だと思っていますし、そこを踏まえた上での次の法

改正をどうするかといったら、そろそろ色々な仕組みを

考えなければいけない。そのためのベースを作っていか

なければいけないので、まさにさっき言ったようなツー

ルも使って現場がインクルージョンの観点からどう変わ

っていくか、しっかり見ながら、スピード感を持って対

応していきたいと思っていますので、また皆さんからも

色々と教えていただければと思いますし、一緒によい方

向に向かっていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏女：ありがとうございます。ここまで聞いていただい

て、この調査研究報告の中で向かう、つまり工程表を示

した光真坊さん、コメントをいただけるとうれしいです。

そのあと、北川さんに全体を閉めていただきたいと思い

ます。 

 

光真坊：今回調査研究においては、ミクロ、メゾ、マク

ロの視点において、あとは中長期的視点を持ちながら整

理をしたわけですけれども、今のお話にありましたよう

に、ミクロ、メゾの部分については、より現場に近い実

践的な関わりの中でどうインクルーシブ保育を実現して

いくのかというところのお話だったと思います。それが

安定的に実施できるようにするためには、法的な枠組み

とか、あとはできれば私たちが思っているのは、障害児

支援と保育所、認定こども園などが同じ施策の中に入っ

て、柔軟に、協働して学び合ったりすることができるよ

うな枠組みが必要じゃないかなと思っているところです。

そういう意味では実践的な取り組みのところと制度的な

枠組みのところ、これをつなぐような仕掛け、仕組みが

必要ではないかと考えておりまして、検討会の中ではフ

ォーラムの開催なども含めて、継続的に情報収集と発信

を続けていく必要があるのではないかと考えております。

私たちができることを、今回の研究だけで終わらせるこ

となく進めていければと考えております。ありがとうご

ざいました。 

 

柏女：ありがとうございました。それでは北川さん、お

願いいたします。 

 

北川：皆さん、ありがとうございました。とにかく共に

育つということを原則にしたときに、制度がそれを邪魔

しているのであれば、その制度の障壁を取っていく必要

があります。今後こども家庭庁の皆さんと、分断されて

いる障害児施策とこども施策が分断されないように、制

度の障壁をどう取っていくのかが大事です。また、イン

クルージョンのことは、今日がスタートというか、いろ

いろやってはきたんですけれども、もっと練っていかな

くてはいけないなと思いました。私の経験では、松井先

生の話を聞いて思ったんですが、例えばソリ滑りが楽し

いと子どもたちがみんな思えたら、すっきり園に帰って

これるんですけれども、楽しいと思えるには一人一人違
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 う介助がいるんです。そこで、うちの長く関わっている

職員が、例えば 6 歳には 6 歳のプライドがあるから、介

助しているって分からないように、あなたがやってでき

たのよ。というふうに介助しないといけない、と。一人

一人違うんですけれども、そこを気をつけないといけな

い。障害のあるなしに関わらず、6 歳のプライドを大事

にしようと。そういう点もすごく大事だなと思って聞い

ていました。 

私の里子が大学に入ったとき、自閉症の診断を受けて

いる子なんですけれども、合理的配慮の支援を受けれる

のに受けたくないと言ったんですね。受けたほうがいい

のにな、ってこっちは思うんですけど、それはそれで彼

のプライドだったと思うんです。そのときに、その子の

ことを振り返って見ると、小学校 1 年生で、通常学級に

入ったときに、いろいろな手立ては嫌だという子だった

ので、まなざしで、「大丈夫だよ、あなたはいい子だよ」

って肯定してください、と私は小学校の先生に頼んだこ

とがありました。それで割と乗り切れたということもあ

って、やっぱりインクルージョンというのは自分がいろ

いろな状況を抱えているけど、「みんなそれぞれ素晴ら

しい子なんだよ」と、子どもも思っていけるために、周

りがどんな環境を作っていくのかということを、これか

ら大人の人たちやこどもに関わる人たちが、それぞれに

深めていく、実践していく、理論的にも形成していくと

いう必要があると、今日は皆さんのお話を聞いて思いま

した。ありがとうございました。 

 

柏女：ありがとうございました。もう時間になりまし

たけれども、今日のテーマは、「インクルーシブ保育は

どこに行くのか？」というテーマでしたが、結論を出し

て、ここに向かうんだというような方向性を出すシンポ

ジウムではございませんので、それぞれの皆さん方の心

の中に残ったインパクトや、あるいはひらめきとか、あ

るいは方向性、納得感、それ自身がどこに向かうか。私

はこの方向に向かわせていきたいと思っていただけるだ

けでいいのかなと思いました。 

先程休憩中に、私の園からも来ている職員と立ち話を

しました。そのときに、北川さんが最初に話題提供の中

でお話したあっくんの事例ですけれども、それと同じよ

うな事例が保育園で起こっていて、その子は 4歳の重度

の障害児なんですが、その子に対してほかの子たちが最

初非常に戸惑い、その仲を取り持ってくれたのがご近所

に住んでいる同年齢の子。その子がつながり方を示し、

ほかの子たちがそれを真似してどんどん広がっていく。

そういうプロセスを見ていたら同じなんだな、というこ

とを言って、涙を流しておりました。そしてその中で親

も、そういうのを見ながら障害についての理解を深め

て、またそのあとはほかの年齢の子たちにもそれを理解

していただくために、保護者の方にそういうお話をして

もらったらどうかとか、そういう意見が職員の中から出

てきたりして、場が広がっていきました。そこに特別支

援のコーディネーターもおりますので、それも参画しな

がらみんなで、こうしたらいいんじゃないか、というこ

とを語り合い、そこに生まれた場そのものがインクルー

シブな方向性なんだろうなということを思いながら、お

話を伺わせていただきました。 

インクルーシブ保育のミクロ、メゾ、マクロ、それぞ

れを充実させていくこと。それから、それぞれがバラバ

ラにいくんじゃなくて、つながりながらやっていくこと

が大事なんじゃないかなということを改めて思わされた

シンポジウムだったように思います。皆様方のご協力に

心より感謝を申し上げ、また調査にご協力をいただいた

方々、さらには補助していただいた日本財団の方々、さ

らには今日貴重な話題提供をしていただいたシンポジス

トの方、助言者の方皆様に心から感謝を申し上げて、こ

のシンポジウムを終わりにしたいと思います。皆様本当

にありがとうございました。 
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柏女 霊峰 
（共同代表／ 

淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 
 

 

 
共同代表しております柏女と申します。会場にご参加

の皆様方、オンラインでご参加の方々、さらには録画で

オンデマンドでこれから見ようとされる方々、本当にあ

りがとうございました。一昨日、プレセッションの開会

挨拶と趣旨説明をさせていただきましたが、今度は閉会

のご挨拶をさせていただきます。 

今回のフォーラムにおきましては年度末の大変お忙し

い中、プレセッションも入れて 500名を超える方々にご

参加をいただき、衷心より御礼を申し上げます。年々拡

充している 3 日間のプログラムではありましたけれども、

大きなトラブルもなく開催できましたことは主催者とし

て本当に良かったなと思っております。行き届かなかっ

たことも多々あったかとは存じますけれども、その成果

に免じてお許しをいただければと思います。 

第 7 回フォーラムに経費を助成してくださいました公

益財団法人 SBI子ども希望財団、また質の高い専門性や

価値ある体験に基づいて有益な情報や知識を提供してく

ださいました登壇者の皆様、また毎回安心してセミナー

に参加できるよう参加者の登録や受付、当日の適切な環

境作り、そして円滑な進行まで下支えとしての役割を地

道に責任感を持って果たしてくださった早稲田大学総合

研究機構、及び事務局の皆様、今回シンポジウム進行中

何度も調整を事務局としながら進めてまいりましたけれ

ども、本当にありがとうございました。本フォーラムに

関わってくださいました全ての方々のご協力、温かな心

遣い、励ましをいただき、滞りなく開催できましたこと

を心より感謝を申し上げたいと思います。誠にありがと

うございました。 

今回のフォーラムでは、初日に 2 つのプレセッション

を行いました。このプレセッションをお聞きでない方も

いらっしゃるかと思いますので、少しそこだけ報告をさ

せていただきたいと思います。こども家庭センターの 3

つのキーワードが、そこで提示されました。1 つは、児

童福祉と母子保健との間で切れ目のない支援を目指すこ

と。2 つ目には、これまではどちらかというと専門職が

支援を考えていたのを、専門職とそれから保護者、子ど

も当事者がパートナーシップを持って支援計画を作って

いくこと。そして 3 つ目に、それをつなぐツールとして

サポートプランを作成するということ。この 3 つが、こ

れまでと違う大きな特徴なんだということが語られて、

それが私にはとても印象的でした。 

また、プレセッションの 2 つ目には、母子生活支援施

設、普段は取り上げられることの少ない、でも地道な努

力が続けられているこの母子生活支援施設の実践報告や

調査報告の中で、今後の可能性についてたくさんの示唆

があったということも、非常に心に残りました。これも

オンデマンド、オンライン配信されますので、ご覧にな

ってらっしゃらない方は、ぜひお聞きいただけるといい

かなと思っております。 

また、昨日のメインシンポジウムでは、パーマネンシ

ーを踏まえた家庭養護の推進をテーマとして活発な議論

が展開されました。続いて、村瀬先生を偲んで先生の特

別講演録画に触れていただきました。その後 4 つの分科

会において、それぞれ示唆に富んだ発表、活発な質疑及

び意見交換がなされました。新しい企画として、前回に

引き続きではありますが 2つの基礎セッションも同時並 
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行をいたしました。 

そして最終日の今日、自立支援の新たな風と題する特

別シンポジウムに並行して、これも昨年度同様 FLEC 映

画祭とトークセッションを開催いたしました。最後のク

ロージングシンポは、今ご参加いただいた通りでござい

ます｡ 

文字通り、多彩な登壇者を含む盛りだくさんの企画が

あり、そのいずれにもおいても登壇者の方々をはじめ参

加者の皆さん方が熱心にディスカッションに参加し活発

な意見交換が行われ、貴重な情報や知識を共有し新たな

視点やアイデアを得ることができたのではないかと思っ

ております。昨年のアンケートでは有意義だったという

ご意見を多数いただきますけれども、やはり中には盛り

だくさんすぎて消化不良になってしまったというような

率直なご意見も頂戴をしておりますし、時間の管理をち

ゃんとして欲しいといった苦言なども頂戴をしておりま

す。今回もそうなっていなければいいなと感じさせられ

ております。主催者の熱心な思いの現れということでご

容赦いただければ幸いに思います。 

皆様お一人お一人にとって、今回のフォーラムはいか

がでしたでしょうか。参加するに見合った機会や場にな

っていたのであれば大変幸いに思います。FLEC フォー

ラムを開催する私たち全国家庭養護推進ネットワークは

「全ての子どもに家庭での生活を」という目標を達成す

るため、新たに実施される制度や事業の実施状況などを

注視し、その現状分析を行い、その課題を明らかにしな

がらソーシャルアクションを展開していきたいと考えて

おります。インクールシブ保育についても、これまでの

提言やソーシャルアクションには取り上げてはおりませ

んでしたけれども、今後このインクールシブ保育につい

てもどう考えていくべきかについても、提言やソーシャ

ルアクションの中に取り上げていくことが必要なんだろ

うと思っております。家庭養護あるいは包括的支援の質

の向上や次の改正に向けて、皆様のご協力、ご支援をい

ただき、その役割を果たしていきたいと考えております。 

来年度の第 8回 FLECフォーラムですけれども､時期を

少し早めて 1月 30日､31日､2月 1日、この 3日間にこ

の早稲田大学で開催する予定にしております。ぜひとも、

日程の確保をお願いいたします。1 年後に会場で再びお

目にかかることを祈念し、閉会のご挨拶とさせていただ

きます。次回もぜひこの会場でお会いしましょう。3 日

間本当にありがとうございました。 



 

298 

 

第７回 FLECフォーラム報告

 レセプション 

大隈ガーデンハウス 

３月 15日 １８：５０～２０：５０ 
 

 

 

 
 

 

 


